
令和７年 第１２３回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第３日）

令和７年３月３日（月曜日）

議事日程（第３号）

令和７年３月３日 午前９時開議
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る条例制定の件

日程第２ 第５号議案 神河町手話言語条例制定の件
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する条例制定の件

日程第６ 第１２号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第７ 第１３号議案 神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

の件

日程第８ 第１４号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

第１５号議案 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第１６号議案 神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１０ 第１７号議案 神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件
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－１４５－



日程第１４ 第２１号議案 神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２２号議案 神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１５ 第２３号議案 神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第１６ 第２４号議案 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

日程第１７ 第２５号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第１８ 第２６号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第１９ 第２７号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

５号）

日程第２０ 第２８号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２１ 第２９号議案 令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第２２ 第３０号議案 令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）

日程第２３ 第３１号議案 令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第２４ 第３２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）

日程第２５ 第３３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）

日程第２６ 第３４号議案 令和７年度神河町一般会計予算

日程第２７ 第３５号議案 令和７年度神河町ケアステーション事業特別会計予算

日程第２８ 第３６号議案 令和７年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

日程第２９ 第３７号議案 令和７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第３０ 第３８号議案 令和７年度神河町介護保険事業特別会計予算

日程第３１ 第３９号議案 令和７年度神河町土地開発事業特別会計予算

日程第３２ 第４０号議案 令和７年度神河町訪問看護事業特別会計予算

日程第３３ 第４１号議案 令和７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

日程第３４ 第４２号議案 令和７年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

日程第３５ 第４３号議案 令和７年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

日程第３６ 第４４号議案 令和７年度神河町水道事業会計予算

日程第３７ 第４５号議案 令和７年度神河町下水道事業会計予算

日程第３８ 第４６号議案 令和７年度公立神崎総合病院事業会計予算

本日の会議に付した事件

日程第１ 第４号議案 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例制定の件

日程第２ 第５号議案 神河町手話言語条例制定の件

日程第３ 第６号議案 神河町図書コミュニティ公園の設置及び管理に関する条例制定の

件

日程第４ 第７号議案 神河町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
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等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例の一部を改正する条例制定の件

日程第５ 第８号議案 神河町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す

る条例制定の件

第９号議案 神河町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定の件

第１０号議案 神河町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例制定の件

第１１号議案 神河町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第６ 第１２号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第７ 第１３号議案 神河町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定

の件

日程第８ 第１４号議案 神河町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定の件

第１５号議案 神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

日程第９ 第１６号議案 神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１０ 第１７号議案 神河町神崎農村公園条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１１ 第１８号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１２ 第１９号議案 神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の

件

日程第１３ 第２０号議案 神河町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一

部を改正する条例制定の件

日程第１４ 第２１号議案 神河町公民館設置条例の一部を改正する条例制定の件

第２２号議案 神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第１５ 第２３号議案 神河町水道給水条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第１６ 第２４号議案 中播北部行政事務組合規約の一部変更について

日程第１７ 第２５号議案 令和６年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第１８ 第２６号議案 令和６年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第１９ 第２７号議案 令和６年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

５号）

日程第２０ 第２８号議案 令和６年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

日程第２１ 第２９号議案 令和６年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第２２ 第３０号議案 令和６年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第１号）
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日程第２３ 第３１号議案 令和６年度神河町長谷地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第２４ 第３２号議案 令和６年度神河町水道事業会計補正予算（第５号）

日程第２５ 第３３号議案 令和６年度神河町下水道事業会計補正予算（第５号）

日程第２６ 第３４号議案 令和７年度神河町一般会計予算

日程第２７ 第３５号議案 令和７年度神河町ケアステーション事業特別会計予算

日程第２８ 第３６号議案 令和７年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

日程第２９ 第３７号議案 令和７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

日程第３０ 第３８号議案 令和７年度神河町介護保険事業特別会計予算

日程第３１ 第３９号議案 令和７年度神河町土地開発事業特別会計予算

日程第３２ 第４０号議案 令和７年度神河町訪問看護事業特別会計予算

日程第３３ 第４１号議案 令和７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

日程第３４ 第４２号議案 令和７年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

日程第３５ 第４３号議案 令和７年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

日程第３６ 第４４号議案 令和７年度神河町水道事業会計予算

日程第３７ 第４５号議案 令和７年度神河町下水道事業会計予算

日程第３８ 第４６号議案 令和７年度公立神崎総合病院事業会計予算

出席議員（１０名）

１番 小 島 義 次 ７番 松 岡 宣 彦

２番 木 村 秀 幸 ８番 藤 森 正 晴

３番 小 寺 俊 輔 ９番 藤 原 資 広

４番  納 良 幸 １１番 栗 原  哉

５番 安 部 重 助 １２番 澤 田 俊 一

欠席議員（１名）

６番 吉 岡 嘉 宏

欠 員（１名）

事務局出席職員職氏名

局長  内 教 男 主査 鵜 野 雄二郎

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 建設課長 藤 原 寿 一

副町長 前 田 義 人 地籍課長 中 野 友 純

教育長 入 江 多喜夫 上下水道課長 谷 綛 和 人
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総務課長 平 岡 万寿夫 健康福祉課長 藤 原 栄 太

総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長 健康福祉課参事兼保健師事業特命参事

黒 田 勝 樹 木 村 弘 美

税務課長 藤 原 一 宏 会計管理者兼会計課長

住民生活課長 長 井 千 晴 北 川 由 美

住民生活課参事兼防災特命参事 町参事兼事務長 高 階 正 三

井 出 博 病院総務課長兼施設課長

農林政策課長 前 川 穂 積 井 上 淳一朗

農林政策課参事兼山・川・田園再生特命参事 教育課長兼給食センター所長

岩 田 勲 児 島 浩 司

ひと・まち・みらい課長 教育課参事兼社会教育特命参事

石 橋 啓 明 宮 本 公 平

ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事

 橋 吉 治

午前９時００分開議

○議長（澤田 俊一君） 皆さん、おはようございます。会議を再開します。

ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達していますので、第１２３回

神河町議会定例会の第３日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

なお、吉岡嘉宏議員より、病気加療中のため欠席届が提出されておりますので、御報

告申し上げます。

それでは、日程に入ります。

・ ・

日程第１ 第４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１、第４号議案、刑法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕
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○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第４号議案は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第２ 第５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２、第５号議案、神河町手話言語条例制定の件を議題と

します。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。まずこの条例の前文の一番最後に、神

河町は、町民生活におけるコミュニケーションツールとして手話という言語を発展させ

ることで、全ての町民が安全・安心に暮らすことができる社会を目指しこの条例を制定

します、と一文にあります。この理念を実現するための町の取組として、提案説明のと

きに健康福祉課長からいろいろと説明をいただきました。率直な感想を言いますと、少

々物足りないと私は思います。手話を発展させ、全ての町民が安全・安心に暮らすには

まだまだ物足りないと思います。主に健康福祉課長が説明いただいたのは啓発部分が主

だったと思うんです。ただ啓発するだけでは、今までの施策とそんなに変化がないとい

いますか、わざわざ手話言語条例としてね、制定するんですから、あの委員会でも言っ

たんですけれども、もう一歩踏み込んだ事業を展開していただきたいと思います。

そこで、ここからは質問というか提案になるんですけれども、提案説明の中に、学校

教育での理解の促進に努めるとありましたが、もう一歩踏み込んで、学校教育の一環に

取り入れてはどうでしょうか。学校のカリキュラムの都合もあり、授業の中に組み込む

のは大変厳しいとも思いますけれども、例えば週に１回、ホームルームの時間に１つの

手話を子供たちに覚えていただく。もしくは民間の人材を活用したクラブ活動として、

手話部みたいなものを立ち上げていただく。そういった取組をしていただければ、子供

たちから手話が神河町に広がっていくと思うんですけれども、これはどうですか、教育

長、教育課長どちらでも、よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課長、児島でございます。御質問

ありがとうございます。

学校教育の中で手話を取り入れてはどうかという御質問でございますけども、今現在

考えておりますのは、各校で手話教室を取り組めたらなということを考えております。

またあわせて、先ほど御質問の中にも週１回覚える機会であったり、民間の手話部です

か、手話部をつくってはどうかということも御提案いただきましたので、今後、学校の

ほうと併せて検討していきたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。やっぱりせっかくね、手話を言語とし
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て条例で定めるいうのは、いわゆる神河町で使える、もう公用語として認めるっていう

ことやと思うんです。やっぱ手話がね、神河町のどこでもできる、できるというか通じ

るようになる。なかなか言葉で言うのは簡単ですけれども、それは一朝一夕にはできな

いと思いますけど、そういった理想を目指してね、ぜひ行政の方には頑張っていただき

たいと思います。もちろん我々議員もね、できるだけ、頭悪いですけれども、手話を覚

えたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。御質問あ

りがとうございます。

児童生徒にも手話に触れる機会をなるべく多く取って、今御質問いただいた内容を推

進していきたいと思います。ありがとうございます。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） １１番、栗原です。私もこれちょっと勉強してみたんで

すけど、全国で県内の自治体全てがこの条例を認めているのは岡山県だけなんですね。

神崎郡は全然まだ今回が初めてで、違うんですか。ちょっと勉強不足のところあります。

ただ今回の分、財政措置の項目っていうのが、よそと比べて見当たらないんです。財

政措置の項目っていうのは、例えば、町は手話に関する施策を積極的に推進するために

必要な財政上の措置を講ずるものとする。このような項目が抜けてると思うんですけど、

その辺はどうですか。

○議長（澤田 俊一君） 藤原健康福祉課長君。

○健康福祉課長（藤原 栄太君） 健康福祉課、藤原でございます。財政措置のところに

関しましては、地域生活支援事業のほうで、１つのその事業の中で組み込んでおります

のでよろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） この条例の中に組み込まなくて、そっちのほうで組み込

んでいるということの理解でいいんですか。

○議長（澤田 俊一君） 藤原健康福祉課長、具体的に少し数字等があるんであれば、そ

の事業について説明をお願いいたします。

○健康福祉課長（藤原 栄太君） 健康福祉課、藤原でございます。地域生活支援事業の

中に組み込んでおりますが、具体的に言いますと、手話養成講座につきましては、すみ

ません、神崎郡の自立支援協議会のほうで３町合同でやっておりますので、そちらのほ

うで３町でやっておりますので、そのうちの神河町分ということで入れております。

また、財政的に言いますと、クリアファイルを配布するという予定しておりますので、

その分についてもそちらのほうで組み込んでおったりしております。

あと、意思疎通支援の軟骨伝導集音器につきましても、新たに３万円を２つ、住民生
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活課のほうと健康福祉課のほうに設置する予定にしております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。ほかに質疑ございませんか。

本日はこの手話言語条例の制定に関して多くの傍聴者がお見えになっております。今

後の神河町の姿勢等につきまして、山名町長から一言お願いできればと思います。よろ

しくお願いします。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうから、このたびの手話言語条例の制定について、今議

会で提案をさせていただいたということでございます。もう既に神崎郡内では市川町、

福崎町が制定をされているということで、神河町については少し遅れての提案というこ

とになったわけでございますけども、私もこの手話言語条例について、勉強する機会を

持ったといいますか、それが、今から七、八年ほど前やったと思うんですけども、神戸

で手話を言語としてそれぞれの自治体で条例化していこうという、そういった取組があ

るということで、そういったシンポジウムでしたか、そういう場が、情報がありまして、

ぜひ一度行ってみたいなということで、個人的に神戸のほうに行ってまいりました。そ

のときに初めて知ったのが、手話は言語として認知する、認知というか、認められてい

ないという、そういった現状があるというふうな中で、全国で各自治体でもそれを言語

としてしっかりと条例化していこうという、そういうことでございました。私も初めて

それを知って、今後、神河町においても、何とかそういった方向で取り組んでいきたい

なというふうに思ってからですね、ようやくこのたびの議会での提案ということでござ

います。

この言語条例を制定することが目的ではなくって、もうここを出発点として、先ほど

小寺議員の提案もございましたが、条例化して、それからいかにそれをしっかりと実行

に移していくかというところが一番重要であります。制定をした限りは、行政として啓

発はもとより、それを自分のものにしていく、そういった取組をより具体化していかな

ければいけないというふうに思っているところでございます。

議員各位におかれましては、この言語条例のこの目的、何のために制定するのかとい

うところを御理解いただきまして、御審議のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

○議長（澤田 俊一君） 町長から改めて発言がございました。質疑、ほかにございませ

んか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第５号議案は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第３ 第６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３、第６号議案、神河町図書コミュニティ公園の設置及

び管理に関する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第６号議案は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第４ 第７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第４、第７号議案、神河町行政手続における特定の個人を

識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第７号議案は、原案のとおり可

決しました。

・ ・

日程第５ 第８号議案から第１１号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第５、第８号議案、神河町一般職の任期付職員の採用等に

関する条例の一部を改正する条例制定の件、第９号議案、神河町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定の件、第１０号議案、神河町会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定の件、第１１号議案、神河町企業職員

の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定の件、以上４議案を一括

議題とします。

４議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。ちょっとだけ確認をさせてください。

正職員と、それからフルタイムの方の地域手当の関係なんですけども、消費税に例え

ますと、正職員の方は外税でかけられるんですね、基本、本俸の。会計年度任期つきの

方につきましては、内税、中で先かけられることなんですけど、人事院の勧告によりま

すと、それ両方とも勧告として出ているのでしょうか、ちょっとそこら辺だけ教えてく

ださい。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。まず地域手当につきましては、

給与、そして扶養手当、そして管理職手当に足すというふうに人事院勧告といいますか、

それまでにもう地域手当については、兵庫県のいろんなとこ出てますんで、そのように

人事院勧告もこれまでも出てきたというふうなとこになってますんで、一般職について

はそのようにするということとなっております。

あともう一つの会計年度任用職員につきましては、先ほど言われたパートタイムの方

につきましては、フルタイムの方につきましては、正職員と同様にするというところ、

そしてパートタイムの方につきましては、給与というふうな出し方ではなくて、報酬と

いうふうな出し方になりますんで、報酬の中に包含して出してくださいというふうにな

ってますんで、算出方法につきましては給与に１００分の４を足すわけですけども、出

し方をすると、報酬の中で出すということでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。それはどっから出てます。報酬の中か

ら入れて出しなさい、出してくださいいうことは、どこに書いてありますか。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。会計年度任用職員の給与条例

の一部にですね、会計年度任用職員の給与条例の中に、地域手当をこのたび足しておる

んですけども、その中に、第１７条第４項に、得た額の次に、１００分の４を乗じて得

た額を加えるというふうに条文では書いてあるんです。新旧対照表にも同じように書い

ておりまして、これにつきましては、パートタイムの方の給料に１００分の４を足して
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計算してくださいというふうな中で、これは報酬に包含するためにこのような条文を足

してるということで御理解を賜りたいというふうに思っております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 総務課長、質問は勧告の中に具体的にどのようにそういう記載

がありますかというお尋ねやと思うんです。

平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。この勧告を受けまして総務省

から出ております事務マニュアルですね、会計年度、事務マニュアルのほうで、このよ

うにパートタイムの方については地域手当を出してくださいというふうなマニュアルの

改正がございました。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。ほかに質疑がある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） １１番、栗原です。８７ページの給与制度のアップデー

トっていうところがあるんですけど、この中で、成績により期末手当を増やすというと

ころがあるんですけど、現実的に勤務評定の関係で、当町においては執行部のみ今実行

しております。一般職についてはまだ実行できておりません。これと国のこの施策との

差はどういうふうに考えたらいいんですか。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。国のほうにつきましては、確

かに議員御指摘のとおり、勤勉手当の額につきましては拡充をしているというふうなと

ころでございます。

神河町におきましては、職員の勤務手当の基準率運用規定を設けておりまして、その

中で運用しているというところでございます。そういった中で、この差があるというふ

うなところは十分認識をしておりますけども、当分の間につきましては、うちの規定に

基づきまして運用していきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 一般質問でも勤務評定についていろいろと質問しており

ますが、やはりある程度の差をつけるっていうのは大事なことだと思うんです。やはり、

一生懸命仕事をした人に対してはその評価をしてあげると、そういうところをやっぱり

進めていかないと、今県下でできてないんが、たしか５町ぐらいですね。その中の１つ

に神河町入ってますんで、執行部だけ云々じゃなくて、一般職も含めて、やっぱり勤務

評定を見直していくということが大事やと思うんで、よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。議員、御指摘のとおり、今、

管理職のほうにだけ勤勉手当の成績分を処遇反映してるというとこでございますんで、

この分につきましては、一般職のほうにも広げていくというふうな思いは持っておりま

す。
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ただ、少し改めてやはり差をつけるというふうなことではなくて、やはり人事評価に

つきましては、個人の能力をいかに高めていくかというところと、組織力の強化に結び

つけていきたいというふうにも考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。先ほど総務課長がね、当分の間はこの

ままやっていくって言われたんですけども、これ、国のほうから義務化されとるのが、

たしか平成２８年の４月の１日なんですよね。人事評価しなさい。もう９年たっとんで

すわ。９年間何にもせんで、まだ当分の間やったら、こんなん、一体いつになったらし

よう思っとってんですかね。ちょっとその辺、もうええかげん明確にしてください、い

つからするんか。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。いつからするかというふうな

ところはですね、この場では明言はできないというところとなってます。

ただ、そういった内容を職員組合のほうも含めて、協議を今後進めていきたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいというふうに思っております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。理解はしとんですけれども、やっぱり

９年間いうのはちょっと長過ぎるとは思うんです。

確かに国のほうからもね、当分の間はこんなすぐに義務化せんでもええよっていうふ

うには通達出てます。それも十分知ってますけれども、やっぱりこういう資料を見たら

ね、自分らに都合のいいとこだけはアップデートして、都合の悪いところは全然取り組

んでないっていうふうに見えてしまうんよね。これ、やっぱ私がそういうふうに見える

んで、当然ほかの方もそういうふうに見える方も少なからずはいらっしゃる思いますん

で、総務課長言われたように、この場で明言っていうのは、もうそれは絶対できひんの

は分かっとんですけれども、もう過去からね、監査委員もずっと指摘されてます。人事

評価制度に取り組んでください。そういう指摘もありますんで、もう本当にそろそろ取

り組んでください。もう１０年たちますからね。よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。議員の御指摘も十分に踏まえ

まして、今後協議していきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） この件について、前田副町長から、何か発言ございますか。

前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田です。御指摘のとおりです。監査委員をなさっていただ

いたときからずっと御指摘をいただいている事柄であるということです。
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今さらながらなんですが、個人の評価は人材育成ということで絶対評価をしなさいと、

ただ給与全体においては相対評価をしなさいということで、以前、この国の制度をつく

った方とお話しする機会、研修会がありまして、どのようにしたらいいんですかって、

そこに矛盾を感じてますという発言をさせていただきました。そうすると職員の間で異

論の出ないようにうまく運用してくださいというアドバイスを受けています。すぐにで

きるとは思わないんですが、ただ、御指摘のとおり年数たってますので、人事担当を含

めて計画的に、年次的にといいますか、話合いを行っていきたいと思います。よろしく

お願いします。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより議案ごとに討論、採決を行います。

まず、第８号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第８号議案は、原案のとおり可

決しました。

続いて、第９号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第９号議案は、原案のとおり可

決しました。

続いて、第１０号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１０号議案は、原案のとおり

可決しました。
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続いて、第１１号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１１号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第６ 第１２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第６、第１２号議案、神河町職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１２号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第７ 第１３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第７、第１３号議案、神河町職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕
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○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１３号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第８ 第１４号議案及び第１５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第８、第１４号議案、神河町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件、第１５号議案、神河町

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定の件の２議案を一括議題とします。

２議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより議案ごとに討論、採決を行います。

まず、第１４号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１４号議案は、原案のとおり

可決しました。

続いて、第１５号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１５号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１５号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第９ 第１６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第９、第１６号議案、神河町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。
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〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１６号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１０ 第１７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１０、第１７号議案、神河町神崎農村公園条例の一部を

改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１７号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１１ 第１８号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１１、第１８号議案、神河町消防団条例の一部を改正す

る条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。お尋ねしたいのが、今回１０条第２項

として、団員が訓練等で出動した場合っていうふうにやられてるんですけども、この

「訓練等」というところの適用範囲ですね、めっちゃくちゃ広い思うんですけど、どの

辺まで適用されるんですかね。例えば、消防団として出るんもね、いわゆる本団やブロ

ックですかね、ブロックからの指示を受けてする訓練等々、例えばですけど、区長から

要請を受けて村の防火水槽の掃除とか、そういうのもあると思うんですけれども、どこ

までが適用範囲として考えておられるんですか。

○議長（澤田 俊一君） 井出住民生活課防災特命参事。
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○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。適

用範囲ということでございます。

基本的には町の本団、本部の命令でということで、消防団全体の訓練を基本としてお

ります。例えば、呼集訓練であるとか非常呼集訓練、あと新入団員・幹部訓練、あと、

また消防団が実施する防災訓練といった全体訓練、そして、あとは水防の訓練であると

か資機材訓練とか、講習会とかという部分も実施しております。

基本的には集落からの要請である掃除とかっていうのは、訓練というよりも施設点検

の部分かなと思いますので、そういった部分は該当にはしておりません。あと、消防団

が実施する教育訓練として、小・中学校への防災教育指導みたいなものもしております。

各分団部が実施する定期訓練であるとか、そういう部分は対象外ということで考えてお

ります。

あと補足として、町のイベント行事ということで、神河の夏祭りの警備、あと、その

ときの花火の警戒につきましても対象としております。

この以外、対象外という部分では、消防の初出式、入退団式、町の操法大会、年末特

別警戒とかも対象外ということでしております。

あと、また水防に係る事前の準備、土のうとかの水防警戒についても、今のところは

対象外ということで考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） 小寺です。明確に決められているようなので、どこかで

ね、それが分かるように明確に記載されたらええんちゃうかなとは思います。

もう１点お聞きしたいのは、今回訓練等で上限０００円っていうふうに設定されて

るんですけども、水防や火事で出動した場合は１時間０００円、上限０００円なん

ですよね。何で今回０００円にしたったんかなって。何で０００円にしたかを教え

ていただけます。何か根拠はあるんやったらその根拠をお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。こ

の出動報酬につきまして、非常時以外という部分でも国のほうで一定示されている金額

というのが、１回につき０００円というような形では出ておるわけなんですけども、

近隣市町の支払いの状況を見ましたら、市川町では０００円、また福崎町では訓練に

つきましては１００円、警戒出動につきましては１回２００円、姫路市につきまし

ても１回０００円とかという部分なんですけども、朝来市につきましては、同様の訓

練以外につきましては１回０００円ということで、国の状況とあと近隣市町の支払い

状況を見まして、０００円が適当ではないかなということで決定をさせていただきま

した。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。３回目です。すみません、私不勉強で、
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今、特命参事が言って初めて気づいたんですけれども、これ、財源国から出るんですか。

私は非常時以外なんで、１００％一般財源やと思っとったんですけれども、今、特命参

事が言われたのをお聞きしたら、普通に交付税で算入されるみたいなんですけれども。

そしたらその交付税として認められるその範囲が、先ほど特命参事が言われた、いわゆ

る本団の指揮、指示の下の訓練やったら、国のほうからの財源措置があるいう理解でよ

ろしいんですかね。それ以外は、もう財源措置がないという理解でよろしいですか。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。一

定この部分については交付税措置がされるということになっております。今申し上げた

もの以外が対象となるかならないかという部分につきましては、非常時以外の出動とい

うことになりますので、これにつきましては、それぞれの市町で定めるところによるの

かなというところで、一律してこういう出動報酬をされているというところも決まった

ものではないと、もうそれぞれで、それぞれの市町の財源、また出動状況を見ながらと

いうことで決められているかなというふうに思っております。

そういった部分で、神河町としてどの範囲まで対象とするかという部分につきまして

は、消防団本部とも協議しながら、先ほど申し上げたような内容のものを支払いすると

いうことに決めております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 交付税措置は厳密にいろいろな規定があると思います。黒田財

政特命参事から補足説明をお願いいたします。

黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田です。

まず消防団の団員数の減少とかそういった背景があります。そういった中で、交付税の

算定が少し変わってきたりとか、そういうふうな形になってます。

まず人数が、団員数が減るということは、活動に支障が出てくるということでござい

ますので、そういったところの活動経費の単価ですね、そういったものが交付税のほう

で新たに算定されてるという、新たにというか、その金額等ですね、単位費用を含めて

検討がされてるということです。

こういった消防団の支援関係ですね、交付税以外の財源というのがあるのかというよ

うなこともお聞きされたと思います。今のところ私が承知しているのは、こういった消

防団の活動については、しっかりと国のほうでは普通交付税の中で財源の算定をしてま

すよというふうな考え方でございますので、特別にその他の補助金等については、私は

今現在のところでは承知をしていないということです。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

５番、安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。３８ページ、この行政防災無線が入り

にくいという地区があるということで、タブレットの貸与ということでございます。こ
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のタブレット。違うか。

○議長（澤田 俊一君） はい。今、１８号議案の範囲内なんですけども。

○議員（５番 安部 重助君） ちょっとすんませんな、ちょっと先にページめくってお

りましたすみません。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１８号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１８号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１２ 第１９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１２、第１９号議案、神河町消防団員等公務災害補償条

例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第１９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第１９号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１３ 第２０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１３、第２０号議案、神河町非常勤消防団員に係る退職

報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕
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○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２０号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１４ 第２１号議案及び第２２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１４、第２１号議案、神河町公民館設置条例の一部を改

正する条例制定の件、第２２号議案、神河町体育施設設置条例の一部を改正する条例制

定の件の２議案を一括議題とします。

２議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。新旧対照表ですね、２５ページから見

たら、改正前と改正後で陶芸用電気釜がなくなっとんやね。これどこに消えましたんや

ろ。

○議長（澤田 俊一君） 宮本教育課社会教育特命参事。

○教育課参事兼社会教育特命参事（宮本 公平君） 教育課、宮本でございます。陶芸の

釜につきましては、神崎公民館を閉館すると、次、新年度予算に上げておるんですが、

陶芸棟を建てる予定にしております。それが完成次第、また条例のほうに載せさせてい

ただくというところで、一旦はここから消させていただくというところでございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより議案ごとに討論、採決を行います。

まず、第２１号議案について、討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２１号議案は、原案のとおり
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可決しました。

続いて、第２２号議案について討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２２号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１５ 第２３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１５、第２３号議案、神河町水道給水条例等の一部を改

正する条例制定の件を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２３号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１６ 第２４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１６、第２４号議案、中播北部行政事務組合規約の一部

変更についてを議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２４号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２４号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第１７ 第２５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１７、第２５号議案、令和６年度神河町一般会計補正予

算（第７号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。ちょっと４点ばかりお伺いをいたしま

す。

１点目です。県支出金、ページ１５ページで、市町振興……。

○議長（澤田 俊一君） 藤原議員、もう少しゆっくりと発言をお願いします。

○議員（９番 藤原 資広君） 県支出金、ページ１５ページなんですけど、市町振興支

援交付金、多分コミバスのやつだと思うんですけど、これの減額なってるのちょっと教

えていただきたいです。１点目です。

それから２点目、神河まち・ひと・しごと創生寄附金、これページ１６ページで、１

億１７０万ってあるんですけど、１億につきましては、１２月の付託委員会のときに説

明を聞きましたんで分かります。あと残りの部分について説明をしていただけないでし

ょうか。

３点目は、諸収入の１７ページです。グリーンエコーの起債償還受入金が３５５万減

額されておりますけど、その理由、説明をお願いいたします。

それから、４点目はお願いなんですけど、歳出のほうなんですけど、財政担当課長の

説明で、集積農地の集積につきましては説明を聞きました、それは分かります。あと決

算見込みで言われてる分かなりあるんですけど、３００万以上の分で、増減のある部分

で、例えば、当初でしたら、例えば予防接種でしたら０００人分が７００人減りまし

たよ。そういう書き方してもらわないとちょっと分からないのと、それと理由、説明資

料的な予算説明資料的な書き方でちょっとまとめていただけないかなと思うんですけど、

その４点お伺いいたします。

○議長（澤田 俊一君） それでは、まず１点目はどなたが。

石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋でございます。

予算書の１５ページの県支出金、総務費県補助金の市町振興交付金、今回５３０万０

００円の減額というところの御質問ですけれども、今回のこの部分につきましては、バ

スの運行経費ですね、生野線、県単路線に係る部分、それからコミュニティバスに係る

部分の県からの補助金というところが減額になったというところでございます。
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まず１つ目の県単路線の部分につきましては、生野線になりますけれども、これは神

姫バスの路線というふうなところになります。神姫バスのほうからの補助申請に基づき

まして、金額のほうが少し今上がっておる部分になるんですけれども、減額の要因にな

った部分につきましては、コミュニティバスの部分でございます。コミュニティバスの

全体の経費を見ていくときに、令和６年度の補助金に対しまして県の補助金の枠がござ

います。その枠の中で県が配分していくという計算に基づいて配分されるんですけれど

も、その部分が、当初予算１０％程度、運行経費の１０％程度を見込んでおったんです

けれども、最終的にはその分の５％程度になりまして、大きく５００万ほどの減額にな

ったというふうなところが原因でございます。以上でございます。続けて。

○議長（澤田 俊一君） 続けてもらっていただいていいですか。２点目の寄附金につい

ても。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） それから２点目です。１６ページの寄附金、

指定寄附金の中の神河まち・ひと・しごと創生寄附金１億１７０万円の増額というとこ

ろでございます。この分につきましては、先ほど議員もおっしゃっていただいたとおり、

１億円につきましては株式会社エコリングからの寄附金ということになっております。

また、ちょっと非公表というふうな部分がありますけれども、１件、１５０万円の寄

附金でございます。また、残りの２０万円につきましては、もう１社の業者さんからの

御寄附ということで、１億円以外、１７０万円については２件で１５０万円と２０万円

という中身になっております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） いずれも非公表を希望されてるいうことでよろしいですか。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） はい。エコリング以外は、２件については

非公表というところでお願いしたいというふうに思います。

○議長（澤田 俊一君） それでは、３点目諸収入、グリーンエコー笠形の件につきまし

て。

橋ひと・まち・みらい課商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課の橋でございます。諸収入で起債償還受入金の減の３５５万、グリーンエコー笠形

償還補填について御説明をさせていただきます。

令和６年度のグリーンエコー笠形の決算につきましては、令和７年４月以降に御提出

いただくようになっておりますが、指定管理者である株式会社Ｄｒｅａｍａｗａｙから

提出いただきますが、令和６年度収支決算見込みを提出いただきまして、今年度の収益

が赤字となる見込みでございます。つきましては、神崎いこいの村グリーンエコー笠形

指定管理者年度協定第４条第２項に係る施設利用料を免除するため、予算の減額補正を

行わさせていただきたく出ささせていただいておるものです。以上です。

○議長（澤田 俊一君） それでは、４点目。この補正予算に係る３００万円以上の増減

の理由等について。
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黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。３月のこういった補正の部分というのは、実績が決まってくる部分、見込み含

めて減額の補正が非常に多いということです。私のほうが詳細説明をさせていただいた

中で、少し大きな金額の部分とかそういうものを含めまして、全部が全部詳細は説明す

るのが困難なので、そういった形を取らせていただきました。

それぞれ、おっしゃられた部分が３００万円を中心にということで、実績見込みとか

そういうことではなく、実績見込みであってもどのように対象者の数が減ったのとか、

そういった減額、増額の背景がございます。個別の部分でお答えをすればいいんですけ

ども、少し付託ということは予定をされてますので、３００万円部分でそういったとこ

ろで御指摘受けてるような部分ですね、それを少しまとめさせていただいて御提出をさ

せていただきたいと思うんですけども、議長、どうでしょう。

○議長（澤田 俊一君） はい、それではよろしくお願いします。

よろしいでしょうか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。１７ページの諸収入の３５５万の話な

んです。これ、３年連続でいわゆる減額という形になるんですけど、やはりコロナの影

響も受けて、後ずっと、これね５年間近く、いわゆるマイナスなっていくんも、今度は

どういっていいんかな、お客さんもやはり減少していますし、運営のことを考えていき

ますとどこかで見切りつけていかないと、このままではおかしな話になると思うんです

よ。決算書が出てきたからそれであかんから落としますよじゃなしに、どのように指導

されてどうされるのか。これも仮に令和６年度だけは認めますよ、あとどうするのかい

う話もあると思うんですけど、どのような話をされてるか、それを教えていただけます

か。

○議長（澤田 俊一君） 橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。グリーンエコー笠形のこの償還補填の分につきましては、本年

度で３回目の減額ということでございます。この間、当初のＤｒｅａｍａｗａｙさんか

らグリーンエコーの事業計画であったり、収支見込みであったりいうことで、毎年計画、

また収支見込みを立てていただくわけですけれども、なかなかそのようにならないとこ

ろがございまして、年度末、来年度どうするんだっていうようなところも、今までもず

っとお話はさせてきていただいております。

過去には、その計画であったり、収支計画についても、計画の修正というようなとこ

ろも御指摘いただきまして、提出もさせていただいてきたところでございます。ただ、

そのところで一区切り３年というところで、今までもちょっと御説明をさせていただい

ておるところではございます。
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今回、グリーンエコー笠形の指定管理者Ｄｒｅａｍａｗａｙさんにつきましては、指

定管理になられましてから３年いうところで、今回、この６年度の決算が３年目の決算

が出てくるというところで、こちらもそれを基に今後について協議をさらに進めさせて

いただかなければならないなというふうに考えております。

この分につきましては、当然管理者様の会社の代表様であったりとか、当然こちらの

執行部との最終的なすり合わせといいますか、そういったところも協議をさせていただ

く予定というふうに考えております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

５番、安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。先ほどはすみませんでした。説明資料

で３８ページなんですけども、防災行政無線のシステムアプリ連携事業ということの中

で、今、非常に入りにくいところがあるという形の中で、特に指定されておるのは、新

田区と岩屋区ということなんです。これについて、どの程度、岩屋区と新田区はほかに

比べて差があるのかと、その辺のとこをお聞きしたいと思います。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。新

田区と岩屋区につきましては、御存じのように、上越知に中継局がございます。上越知

の中継局につきましては、上越知の中継局から北側、大畑、作畑、新田という部分をカ

バーリングしております。大嶽山からの基地局からは、この基地局から上越知の部分ま

でをカバーリングをしております。そういう部分で、一番電波の届きにくい、大嶽山か

ら届きにくいのが岩屋区、そして上越知の中継局から一番電波が弱まるのが新田区とい

うところで、区全域が比較的入りにくいというのは実績としてございます。その間であ

ったとしても、山に隠れてるところとか一部そういうところも入りにくいというのは実

績としてございますので、そういった部分は個別に対応していかなくては駄目なんです

けども、今回タブレットの配付という部分で設定させていただいたのは、一番電波の受

信強度が弱まっているエリアということで御理解をいただきたいと思います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 安部議員の質問は、新田区、岩屋区について、全世帯のうちの

どれぐらいの割合でそういう状況が起こっているのか、そういうことをつかんでいるか

という質問やったと思うんですけど。

井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。全

く入らないという部分ではないんですけども、ほぼ全域が電波が弱いということを把握

しております。ですので、戸数という部分で明確に何軒という部分での把握まではして

おりませんけども、区域全体での受信強度の確認をさせていただいておりますので、そ

ういった部分で把握をしております。以上です。
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○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。今、中継局が上越知にあるということ、

それをしっかり岩屋、新田はカバーできないということなんですけども、この中継局を

建てるのにどのぐらいの費用が要るのか。そしてまた、例えば、もう少し規模の小さい

中継局の代わりになるようなやつを、どっか２か所につけて、その放送が入るようにす

るとか、いうような方法は考えられなかったのかどうか。といいますのは、これ今予算

的にも８００万余りの予算組んでおられます。こういう予算を使うのであれば、公平

に中継局の、小規模な中継局をつけて解消するような方法も取れるんじゃないかという

ふうに思いますがいかがでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。中

継局の追加につきましては、どういうんですかね、近畿の国のほうの事務所との協議も

させていただいております。現在、中継局、上越知のところでさせてはいただいてるん

ですけども、これ以上の中継局の追加というのは、近隣の市町への影響もあったりとい

うことで、これが限界ということで確認はしておりますので、小規模であっても中継局

の追加というのはできないということは把握しております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ５番、安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。近隣市町にちょっと影響があるという

ことなんですけども、今の中継局よりも規模が小さかったら電波もそんなによそへは飛

んでいかないというようなことも考えられると思うんですけど、その辺のところの研究

はされたんでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。中

継局の追加という部分の研究はさせていただいております。そういった部分で国のほう

とも協議させていただいた結果、中継局の追加ということが根本的にできないというよ

うな確認はさせていただいておりますので、今回、タブレットのキャリアの電波を利用

したこういったアプリのほうを考えております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑がある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 関連です。先ほど、何世帯ぐらいが感度が悪いかってい

う質問があって、把握しておりませんっていう回答やったんですけど、現実問題として、

購入されるんは１００台なんですよね。１００台購入するいう根拠はどこにあったんか、

それちょっと教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。１
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００台の根拠につきましては、新田区と岩屋区の世帯数ということで御理解いただきた

いと思います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 新田区と作畑区の全世帯が１００件で済むんですか。そ

の確認です。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。こ

ちらで確認させていただいているのは、広報を配付している世帯数ということで、新田

区と岩屋区で約１００、１００弱ですけども、１００世帯分ということでお願いいたし

ます。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） ３回目です。２つとも、ほんなら全然、今まで防災無線

利用できてなかったいうことなんですか。１００世帯全部に配るいうことは、全く防災

無線が通じてなかったっていうことにもつながると思うんですけど、そうじゃないんで

すか。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。こ

れまでにつきましては、入りにくい部分については、ポールアンテナの設置ということ

で、弱い電波をそのアンテナで拾い上げてくるという部分での対応ということで、全く

聞こえないというわけではございません。しかしながら、雑音が入りやすいといった状

況であるとか、これまでも少し天候の部分もお話をさせていただいたときもあるんです

けども、やはり自然環境によって入りにくい状況が生まれてしまうと、どうしても入っ

たり入らなかったりという部分の事象も発生してきます。そういった部分で、電波が弱

まるエリアにつきましては、今回タブレットの配付ということにさせていただいており

ます。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。１点教えてください。もし提案説明で

私が聞き漏らしとったら申し訳ないです。

指定寄附金の企業版ふるさと納税１億１７０万入ってきて、歳出の基金ですね。基金

のほうには１７０万積み上げられてるんですけれども、差額の０００万の充当先を

教えていただけます。

○議長（澤田 俊一君） 黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。充当先につきましては、詳細説明で私、申し上げておりませんので、お答えさ

せていただきます。
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１億円の中の０００万ということです。この充当先ですが、粟賀小学校の跡地の整

備に関連するものに充当ということで財源充当をしております。なので、この差が歳入

の寄附金と、それから歳出の積立金の差額ということになります。

１億円の基金につきましては、０００万円を積み立てるということで、令和７年度

の中で、またその０００万円の中から充当できる、指定されてるプロジェクトがあり

ますんで、そういったところに充当をさせていただいてるというような状況でございま

す。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、総務文教常任委員会に審査を付託したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第２５号議案は、総務文

教常任委員会に審査を付託することに決定しました。

ここで暫時休憩します。再開を１０時３０分とします。

午前１０時１０分休憩

午前１０時３０分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

・ ・

日程第１８ 第２６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１８、第２６号議案、令和６年度神河町国民健康保険事

業特別会計補正予算（第５号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２６号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２６号議案は、原案のとおり

可決しました。
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・ ・

日程第１９ 第２７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第１９、第２７号議案、令和６年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第５号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２７号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２７号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２０ 第２８号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２０、第２８号議案、令和６年度神河町介護保険事業特

別会計補正予算（第５号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

本議案については、総務文教常任委員会に審査を付託した第２５号議案、令和６年度

神河町一般会計補正予算（第７号）との関連がありますので、本議案に対する討論、採

決は最終日に行います。御了承願います。

・ ・

日程第２１ 第２９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２１、第２９号議案、令和６年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。３８ページに、産業廃棄物の工事請負

費が０００万円減額なっとんですけど、その理由を、ちょっともう一遍教えていただ

けますか。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。工事請負費に関しま
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しては、契約が成立しまして、その不用額のほうを減額しております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。入札減だけで０００万も出たんです

か。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。はい、そのようにな

っております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第２９号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第２９号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２２ 第３０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２２、第３０号議案、令和６年度神河町寺前地区振興基

金特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第３０号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第３０号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・
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日程第２３ 第３１号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２３、第３１号議案、令和６年度神河町長谷地区振興基

金特別会計補正予算（第２号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第３１号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第３１号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２４ 第３２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２４、第３２号議案、令和６年度神河町水道事業会計補

正予算（第５号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第３２号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第３２号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２５ 第３３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２５、第３３号議案、令和６年度神河町下水道事業会計

補正予算（第５号）を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。
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これより討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（澤田 俊一君） 討論を終結します。

これより第３３号議案を採決します。本案については、原案のとおり可決することに

賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（澤田 俊一君） 起立全員であります。よって、第３３号議案は、原案のとおり

可決しました。

・ ・

日程第２６ 第３４号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２６、第３４号議案、令和７年度神河町一般会計予算を

議題とします。

質疑に入る前に申し添えておきます。

一般会計につきましては、配付しておりますとおり、議長から指定します質疑の範囲

において、同一議員、質疑３回の原則を適用してまいります。

また、質疑に際しては、予算書の何ページ、説明資料の何ページと、質疑箇所の指定

を行ってからお願いいたします。

以上、議員各位には格段の御協力をお願いします。

それでは、本議案に対する質疑に入ります。

まず、歳入について、事項別明細書、１款町税から１０款地方特別交付金、１６ペー

ジまでをお願いします。

質疑がある方。よろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。

次に、１１款地方交付税から２２款町債、３３ページまでお願いします。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算書の２０ページ、１５款国庫支出

金の総務管理費補助金の中の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金３１１万０

００円で教えていただきたいです。これ、国から示された限度額っていうのは幾らにな

るんですかね。

○議長（澤田 俊一君） 黒田総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。物価高騰対応重点支援交付金、国においては、令和６年度の国の補正予算を本

省で繰越しになってますので、この当初のほうに上げております。お聞きの限度額なん

ですが、限度額につきましては、そこに掲載しております３１１万０００円、この

限度額が示されております。したがいまして、事業としては一般財源を少しつけて、実
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績としてはこの範囲で収まるようにということで計画をしております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。もう１点確認です。これの重点交付金

の充当先ですけれども、給食費の半額補助、病院物価高騰対策支援、環境保全型農業推

進事業と食べ盛り応援神河米事業、以上４つの事業に充当するいうことでよろしいです

かね。確認です。

○議長（澤田 俊一君） 黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。４つ言われましたね。充当事業は５つでございます。もう一度、充当事業とそ

れと充当している金額を申し上げたいというふうに思います。

まず１つが学校給食ですね。引き続いてこの交付金が活用できるということで上げて

ます。これについては５００万ほど予算計上ということです。それから、２点目が児

童福祉の施設の給食費等の支援事業ということで、保育所、認定こども園、そういった

ところの給食費の補助ということで、これが１１０万円程度。それから、３点目が食べ

盛りの応援神河米ですね、これも引き続きになりますが、これについて８００万円程度

の予算を計上してます。４点目が、環境保全型の農業推進事業ということで、堆肥関係

の部分があったと思いますけども、御記憶していただいてると思いますが、これについ

ても引き続きになります。２３０万程度の予算計上ということです。そして５点目にな

りますが、病院関係ですね、神崎総合病院の物価高騰対策ということで充当をしており

ます。この金額が７５０万円ほどの予算計上ということになってます。病院について

はほかの企業会計もあるんですが、特に病院については材料費の高騰ということで、非

常に経営部分圧迫しているということで、今回こういった形で計上をさせていただいて

おるところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。県支出金でページ、２２ページです。

市町振興交付金につきましては、先ほど補正で聞いた説明のとおりだ、でいいのかなと

いう確認だけなんです。

それともう一つは、躍動する兵庫応援事業、これ、コミバスが減ってると思うんです

けど、減った理由、経緯か何かあったのか、ちょっとそれの内容を教えてもらえません

か。

○議長（澤田 俊一君） ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。２２ペ

ージの市町振興交付金の部分ですけども、６５９万０００円。先ほどの質問でもあり

ましたとおり、県単事業、生野線になりますけれども、その部分が６１万０００円、
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それから、コミュニティ事業の部分で５９７万０００円ということで、今年度につい

ては６年度の分、入ってくる分と実績を合わせた形で７年度要求させていただいており

ます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 躍動する兵庫は。

黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 総務課、黒田でござ

います。昨年に引き続き、県の取組、躍動する兵庫の応援事業補助金ということでお聞

きをしてます。

その中で、金額なんですが、基本的にはそんなに、そんなにといいますか、変更はご

ざいません。また補助率等についても変更はないというところでございます。

基本的といいますか、まずこの交付金については、できたときの話なんですが、７年

度も引き続きとなりましたが、ＪＲの促進事業の３年目になります。これ、ここに中心

に充当して、そういった事業のほうを展開していくということで充当事業ということで、

ＪＲを中心としたものに充当をしてまいります。

そういうことで、特に補助率が変わったとか、限度、交付が思いっ切り下がったとか、

そういったような現象はないということでございます。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。先ほどの説明なんですけど、去年、た

しかコミバス、この中に入ってたと思うんですけど。それ、多分メニューが抜けてるか

らちょっとお尋ねしたんですけど、いわゆる鉄道だけ特化して支援を強めていこうとい

うことはそれでいいんですけど、たしか公共交通関係のそのバス関係は多分減ってるか

な思ったんですけど。

○議長（澤田 俊一君） 黒田財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事兼病院改革推進室長（黒田 勝樹君） 躍動する兵庫でコミ

バス関係ですね。そういったものはメニューの中にないので、昨年も充当をしてません

し、今年度についても、コミバスとか、こういう関係については、基本的には市町振興

支援交付金を中心に事業展開をするということです。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） それでは次へ行きます。

これより歳出に入ります。１款議会費、３５ページまでお願いします。

質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。
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次に、２款総務費、５４ページまでお願いします。

質疑ある方。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。説明資料のほうで５２ページですね。

神戸大学医学研究科の寄附金事業がありますけれども、これ、今までにも寄附金、いろ

いろ多額されていますが、その今までの実績、あるいはメリット、それはどうだったで

しょうか教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。今おっし

ゃられた寄附金でございますけれども、神戸大学の寄附講座寄附金３００万円につき

ましては、整形外科に関する寄附というふうに承知をしております。

この部分につきましては、当院のほうに整形外科のドクターを送っていただいてると

いう部分で、かなりの見返りといいますか、収入につながっているものと思っておりま

す。

具体的には、２４年の４月に常勤医師を１名派遣いただきまして、現在も常勤で勤め

ております。２７年度以降につきましては、毎年入替えではございましたけれども、１

名の整形外科を送っていただいておりました。また２８年度以降については、現在に至

るまで２名ずつの整形外科のドクターを送っていただいておりまして、当院の医療にか

なり貢献いただいているものと考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。総務管理費の中で、３８ページなんで

すけど、説明資料５１ページで、基幹システムのシステム改修の部分で２億８００万

ほど上がってます。これ、国は多分２０業務されると思うんですけど、これ１８業務に

なってますんで、２つ落ちている部分、何が落ちてるのか教えていただきたいのと、あ

わせまして、これ改造っていうのはできるのかどうか、改造。例えば言いますと、臨時

議会のときにありました補正６号のときに、委託料、健康福祉課がした分があるんです

けど、２２０万ありましたけど、本来はパラメーター打ち込んだら、こちら自由に抽出

できるようになるかな思うんですけど、毎回毎回、例えば気になっても、委託料払うっ

て出してくださいじゃなくて、もともと基幹システム入れたら、パラメーターでちょっ

とできるように改造して、欲しいデータだけ抽出して、印刷できるようにしたほうが、

要らんお金を使わんで済むと思うんですけど、そこら辺のことはできるのかできないの

か、その辺教えていただきたいのと、もう１点、企画費の中で。

○議長（澤田 俊一君） 何ページですか。

○議員（９番 藤原 資広君） ４４ページで、説明資料５１、５２にかかると思うんで
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すけど、地域活性化起業人推進委託料、この０００万の中に、大学に委託されてる部

分、連携で何ぼになるんかなこれ、４００万ぐらいあるのと、残り何になってるのか、

それ教えていただけますか。

○議長（澤田 俊一君） それでは、まず平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。まず２０業務のうち、うちは

１８業務ということになっておりまして、これは県の事業で児童扶養手当の件と生活保

護の件で、この２点が町では県のほうでしていただいてるというところがありますんで、

１８業務ということとなっております。

あと改造できるかっていうことですけども、基本的にこのたびのやつは、標準化シス

テム、全国のやつを標準化しましょうよっていうことになりますんで、基本的にはそう

いった改造を、各市町のほうで改造があるかどうかは別にして、そういった改造費を国

のほうでする代わりに、そういった改造費を安く上げていきましょうっていうのが一つ

の狙いでということになってますんで、基本的にはそういった、町のほうで単独で改造

できるとかいうふうなことは想定をしておりません。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） まず、それでは２点目、４４ページの地域活性化起業人推進委

託料について、石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課、石橋でございます。

地域活性化起業人の推進委託０００万につきましては、令和７年度におきましては、

サテライトオフィス等の関係で地域活性化起業人制度を利用しまして合計４人の、派遣

といいますか、こちらのほうに来ていただいてというふうなところの今計画を立ててお

ります。そのうちのこの０００万円につきましては、３名の方の活性化起業人の部分

でございます。この０００万円につきましては、副業型というふうなところで、企業

にお勤めなんですけれども、それぞれの個人様が副業的に神河町のほうに来て活動をし

ていただくというような内容になるわけなんですけれども、この副業型の地域活性化起

業人の制度につきましては、年間の限度額で申し上げます。報酬が１００万、それから

旅費が１００万、合計２００万円以内でというふうなところが特別交付税の対象になっ

てくるというふうなところで、２００万円掛ける３人分で６００万円という金額になり

ます。

また、残りの４００万円につきましては、先ほどの３名様の部分の、こちらに来て事

業いろいろな活動をされて、その活動される中で事業を実施する部分について、使える

お金としまして１００万円が特別交付税措置がされます。その１００万円掛ける３人と

いうふうなところで３００万円で合計９００万円ということになります。

もう１００万円につきましては、次のページに、４５ページになるんですけれども、

負担金、補助及び交付金というふうなところで、地域活性化企業人負担金としまして５

６０万円を組んでおるわけなんですけれども、これ、この５６０万円については、企業

派遣型というふうなところで、企業から派遣をいただくということで負担金に置いてお
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りまして、このうちの１人、これが１人になりますので、この１人分の、先ほども申し

ました事業に伴う活動経費として１００万円をここに組み込んでおりまして、合計１０

０万円という形になるということになります。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 説明資料の５６ページですね。大学連携地域活性化事業

ですね。この中で委託料の中で神戸学院大学の２００万円、これ内容を見ると、町制２

０周年記念ソング制作等の神戸学院大学への委託とあるんですが、これ神戸学院大学っ

ていうのは別にあの音楽科があるわけでもなく、できればもっと近くの、例えば神河中

学とか小学校とか、そういうところに振ってあげたほうがいいんじゃないかと思うんで

すけど、どうですか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。この神

戸学院大学との連携につきましては、２０周年と関係なく、今現在も続けて大学連携の

中で神河町のほうに入ってきていただいて、神河町を見る中で、音楽を通じた形で授業

をしていこうという１つのゼミになるんですけれども。その岡崎先生と申しますけれど

も、岡崎ゼミの教授、それから大学生が神河町のほうに来て、神河町を見ながら歌の題

材なんかを探しながらするというふうな授業をずっともうここ１０年以上実証されてき

ております。

また神河町制１０周年のときに「たからもの」というふうな形で、記念式典でも発表

させていただいたというふうなとこなんですけれども、その部分についても、その事業

の中の一環でできたものを記念式典のほうで発表するというふうな取組をしていただい

ております。

それから以降の１０年間ずっと神河町に入っていただいたわけではないんですけれど

も、今回２０周年記念におきましても活動をいただきまして、１０周年と同じような形

で、ひとつ記念の歌を作っていただこうというふうな取組でございます。

基本的には２００万という金額なんですけれども、２００万円の中には、その音楽を

作る部分の経費１５０万と、それからもう一つ、神河町でその学生たちと一緒に音楽フ

ェスティバルを実施したいというふうなところもありまして、そういった部分の支援が

５０万円ということで、合計２００万円の予算を組まさせていただいているというふう

な状況でございます。

７年度入りましたら、すぐにそのゼミの活動が始まりまして、２０周年式典にはその

歌が披露できるというふうな形で今、考えておる予算でございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

１１番、栗原議員。
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○議員（１１番 栗原 哉君） 何かでも、その２００万円を大学連携で音楽作ってもら

う、曲作ってもらうっていうのは、なんかもったいないような気がするんですけどね。

神河町の、例えば２０周年記念であれば、神河中学校に委託したら、５０万もあったら

十分できると思うんですけど、その辺どうですか。やっぱり大学との連携いうて、１つ

のゼミ対象にして、音楽作ってもらうから２００万出すんやいうのは、何かもったいな

いような気がするんですけど、そんなことないですか。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課、石橋でございます。

大学連携におきましては、神河町のほうに実際に入ってきていただいて、大学の学生さ

んが神河町の課題を見ていただいて、その課題に対する御意見をいただくというふうな

取組の中の１つというふうなところで、今回の部分についても、歌を作るというふうな、

最終的には結果としての中の１つはそういうふうになるんですけれども、神河町に神戸

学院大学の生徒が来ていただくというふうなところで、神河町との関係人口を築いてい

くというふうなところも含めて、今後大学を卒業されても、何らかの神河町の関係を持

っていただくというふうな趣旨も含めての結果の中の１つが歌作りというふうになって

おりますので、その辺、御理解、御了承いただきたいなというふうに思っております。

以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 今の説明はよく分かるんです。だから、題材として、結

局、内容説明の中で２０周年の歌を作るって書いて２００万と書いてあるんで、納得で

きないわけです。やはり、その大学と連携して神河町をよくしていく、そういう意味で

の２００万やという書き方やったら私らも納得できるんですけど、これ見たら、あくま

で歌作るのに２００万出すっていうふうに見えるんで、その辺をちょっともっと崩して

もらって書いてもらったほうが分かりやすいと思うんですけどね。よろしくお願いしま

す。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。大変申

し訳ございません。大学連携というふうな取組を中心にした事業というふうなところで

御理解をお願いしたいというふうに思います。ありがとうございます。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

７番、松岡議員。

○議員（７番 松岡 宣彦君） ７番、松岡です。予算書の４３ページ、参考資料が５５

ページ、その中に、ＪＲ播但線利用促進事業っていうところがあるんですが５５ページ

の参考資料によると、令和６年度の予算が８１８万０００円、７年度が４１０万０

００円ほど予算が増えてます。３年計画の一番最後の年なんでということですけれども、
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実績的にどんだけこの予算をたくさん歳出したのか、その辺はちょっと分からないんで

すが、これに２００万超えですね、これを使う本当の目的は、ＪＲを利用促進する本

当の目的、それから、長谷駅の乗降客を増やすんだという振興の本当の目的は、どうい

う考えでこれやっておられるんですかね。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課、石橋でございます。

４３ページのＪＲ利用促進の補助金に関しましては、まず１つは、そこにもありますと

おり、はまかぜの利用促進、それから播但線の利用促進、それからもう一つは、遠距離

通勤・通学という、この３つの補助制度に基づきまして、５年度、６年度、７年度の３

年目が最終になるというふうなところでございます。

この補助事業につきましては、あくまでも新規に播但線の利用を促進していこうとい

うふうな事業での促進補助金でございます。これまで５年度から実施をしてまいりまし

て、今現在６年度の途中の実績というふうなところになりますけれども、件数的にはか

なり利用実績が増えてきておるというふうなところでございます。７年度におきまして

も、その利用実績に基づいて最終的な予算をつくらせていただいたというところでござ

います。

播但線の利用の促進といいますものは、最終的には、寺前駅から以北、和田山までの

部分の輸送密度を上げていこうというふうなところが、基本的には利用促進の主なとこ

ろでございます。

今、３年目というふうになりますけれども、利用密度、輸送人員につきましても、９

７０人台から０００人台というふうな形で増えてきておるというふうな実績にもなっ

てきております。このまま続けて目標の０００人というふうなところまではなかなか

届きにくいというふうに思いますけれども、その０００人に１人でもつなげるように、

令和７年度、最終年度になりますけども、利用促進を図っていきたいというふうなとこ

ろでございます。

また、長谷駅の利用促進につきましては、長谷地区の振興を考える会のほうにも、協

力をお願いさせていただきまして、本年度は１３５万円の補助金、委託料ですね。委託

料というふうな形で利用促進のほうもしていただくというふうなところですし、あわせ

て、町のほうについても、イベントごとに長谷駅のほうに乗車、それから降車というふ

うな形で利用をしていきたいというふうなことで、結果的にも、僅かなんですけれども、

長谷駅の利用数も増えてきておるというふうな状況でございます。

大きくはこの２つのところでございます。もう一つは、播但線全体の姫路から和田山

間の利用促進するというふうなところでして、利用輸送が少ないからということで寺前

から和田山だけではなくて、寺前から南の姫路までの分についても、併せて利用促進を

しなければトータル的には伸びないというふうなところで、遠距離通勤・通学のほうに

ついても、そういった部分について補助もさせていただいているというふうなところ、
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それから、一般の播但線の利用についても、この部分についても、利用実績としてはか

なり増えてきておると。アンケート調査を見ましても、補助金を知って利用するという

ふうなところのアンケートも出ておりますので、補助金があるんであればと、播但線を

利用しようかなというふうなアンケートの中身になっておりますので、それを今後、や

はり自動車じゃなくてＪＲを使うというふうな方向に、取組のほうを強化していきたい

というふうに考えております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうで少し補足をさせていただきます。そもそも何のため

にこの事業をやっているのかということが松岡議員の質問の一番表にあるというふうに

認識をしております。播但線の特に寺前－和田山間について、こちらは今年３年目とい

うことになるんですが、いわゆる３年前にＪＲ西日本が発表した日輸送密度が０００

人に満たない路線について、今後、上下分離、いわゆるどちらかがＪＲが管理して、も

う一方は自治体が管理をするというような、そういった上下分離も含めて考えていかな

ければいけないという重大発表があったということでありまして、それを受けて、我々

もですが、兵庫県自体がこれは大きな問題だという受け止めでありまして、これは播但

線だけではなしに、播但線ほか姫新線そして加古川線、山陰線の一部でしたか、そこが

非常に密度が低いいうことで、それを受けて、兵庫県として何とかこの輸送密度を改善

をしていかなければ、将来その鉄道の存続も含めて大変なことになっていくということ

で、沿線自治体も含めて利用率を上げていく、そういった努力は必要であろうというこ

とで、兵庫県においてプロジェクトチームを設置をし、関連自治体がメンバーに入って、

そしてまた路線ごとには地域沿線のワーキングチームを設置をして、その中に神河町も

朝来市、そしてその沿線の地域の方々とのワーキングチームを設置をして、この３年間

に限って、できる限り利用密度を上げるための施策をしっかりと展開をしていこうとい

う、そういうことで３年目にきているという状況であります。

先般２月２日も、グリンデルホールにおきまして、これは民間団体、播但沿線活性化

協議会が主体となって、このシンポジウムを開催をさせていただきました。その中、私

もそのシンポジウムでのパネルディスカッションにも参加させていただいて、ＪＲ西日

本、そしてまた国土交通省と沿線住民、利用者代表というふうな中で意見交換をさせて

いただいたところでございます。ところが、取組自体、輸送密度がどれだけ上がってい

くのか、ＪＲは０００人ということを基準にしていますが、先ほど石橋課長が報告し

ましたように、現在播但線寺前－和田山については、まだ０００人位前後という状況

にあります。まだまだこの利用密度を上げていかなければいけないということでござい

ますが、できることをしっかりとやっていく。それと、ただ単に利用率を上げていくと

いうことだけではなしに、カーボンニュートラル、脱炭素、そういった観点からも取り

組むことが、自治体として、そして地域沿線住民のやるべきこの責務というふうなとこ

ろも、啓発も含めて今、取組を進めているというところでございます。

－１８４－



○議長（澤田 俊一君） ７番、松岡議員。

○議員（７番 松岡 宣彦君） ７番、松岡です。ＪＲの播但線のことについて少し調べ

ました。今の答弁の中には、利用客が少なくなれば存続に関わるという言い方をされま

したが、今年、阪神・淡路の大震災から３０年を迎えました。そのときの復興の内容の

ずっと見ると、播但線の輸送が非常に役立ったと。そのときに、国と県との答申の中で、

何があっても播但線は存続させるということを国が言ったはずです。だから、自治体と

ＪＲと一緒になって、どういうんですか、播但線を活性化させるんだというのは、僕が

調べた限りでは、自治体が関わるのは駅周辺と環境整備についてやっていこうじゃない

かと。ＪＲは国鉄じゃなくて株式会社になってますけども、国は播但線は何があっても

存続させる。その理由に、たしかね、ちょっと間違ってたら申し訳ないんですけど、震

災の３年後か４年後に寺前まで電化になった思うんですよ。だから、非常にその南北を

通す輸送路として、播但線が非常に大事だということですから、人数が減ったからなく

してしまうと、存続に関わるんやというのは、少しちょっとオーバーな考えなんじゃな

いかなと。だから、答申書を見ればそういうふうなことも全部書いてありました。だか

ら、それが今ずっと続いているならば、播但線がなくなるということはないと。ただ、

乗客も何も乗ってないのに、ちょっと寂しいじゃないかっていう考え方なら分かるんで

す。駅前が非常に汚くなったじゃないかというので、少し手を入れようというてこの神

河町が動くならば、僕は理解できるんです。けれども多くに利用してもらわんと、これ

はやばいんだという考え方、少し違うんじゃないかなと。だから、長谷駅前をきれいに

するのにこんだけかかるというのを考えていくと、その予算的に２００万いうのは非

常に大きな金額じゃないか。だけど、今年が３年目になってるんで、考えていただくの

は今度４年目に入るときにはね、その辺も加味していただいて、利用する人は補助があ

るから利用するんだじゃなくて、利用する人はほっといても利用するはずなんですよ。

ただ、駅前が、寺前駅にしても新野駅にしても長谷駅にしても、駅前降りたらぼろぼろ

やでっていうことになれば、これは大きな問題になるんで、そういう駅前をきれいに整

備するという考えで少し考え方を変えていただいて、ＪＲ利用促進じゃなくて、ＪＲ駅

前環境整備とか、そういう形で予算をつくっていただいて話をしていただいたらどうか

なというふうに思います。

そやから、使ったら駄目じゃなくって、金額を少し考えてみたらどうなのかなと思う

んです。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 貴重な御意見と受け止めさせていただきます。このＪＲに乗る

ということと、乗っていただくための環境整備、駅前の整備ということであります。駅

前整備については、寺前駅にしても、新野駅にしても、これまで整備もしてきたところ

でありますし、長谷駅についてはＪＲのほうでこの整備はしていただいているというと

ころでございます。ただ結論といいますか、当然自治体として、駅前の、それは特にＪ
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Ｒ敷地内の環境整備というところについては、要望は常にしているところではございま

すが、なかなか赤字路線というところにＪＲとして資本投資をするということにはなら

ないということであります。

しかしながら、乗っていただくためにも気持ちのいい利用環境を整えていかなければ

いけないというところでいきますと、長谷駅前の駅につながる道路について、ＪＲ敷地

ではございますが、昨年度、町で予算をつけさせていただいて、議会の了解をいただき、

舗装の打ち替えをさせていただいたところであります。この環境整備はそれは当然のこ

ととしてこれからも取り組んでいかなければいけませんが、このたび取組を進めている

というのは、兵庫県のこのプロジェクトチーム立ち上げと同時に、この３年間集中して、

とにかくこのＪＲ、鉄道をもう一度県民として見直していこうじゃないかというふうな

ところ、そして何もせずにこのままどんどんどんどん利用率が減っていくと、恐らく上

下分離が具体化してくるような状況になってくるということも含めて、できる限り利用

率を上げていこうというところでのこのたびの取組であるということです。

ただ、かなりの予算化をしているところではございますが、私もＪＲの利用をそうい

うふうに意識はするようになりました。ＪＲに乗るようになると、それはそれで、どう

いうんですか、車窓から見えるこの景色も含めて、自動車で運転していてはなかなか見

ることができない、そういった景色も見ることができますから、そのように考えると、

ＪＲを利用することが非常にまた習慣になっていくということも、このたびのお金がか

かっていますが、利用者を増やしていくということにはつながっているかなというふう

に思っております。

我々も年を取れば、自動車の運転もできなくなっていく。そうなったときに、鉄道と

いうのは非常に有効な移動手段になってくるというふうに思っておりますので、この取

組が３年間限定ということで最終年度、ただ来年度以降どうなっていくかというところ

はありますが、町としてはこの鉄道の利用について、もっともっと広範囲のそういうふ

うな観点から、これからも啓発、そしてまた利用助成というふうなところは一定考えて

いかなければいけない、このように考えております。

○議長（澤田 俊一君） ７番、松岡議員。

○議員（７番 松岡 宣彦君） ７番、松岡です。そうずっとされるのは僕は何も反対も

しませんし、いいとは思うんです。ただ予算的なとこで、この２００万でなくてね、

この中の半分の６００万円にして、あとの６００万円は、それこそこの町の人口を増や

す、移住者を増やしたい、若者に入ってもらいたいいうとこがあるんで、それは町長も

おっしゃられた内容なんで、そちらのほうに回したりして、もう少し有効に予算を使っ

たらどうかなという提案でもあります。以上です。

○議長（澤田 俊一君） どなたか発言はありますか、執行部。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 御意見として受け止めさせていただいて、とにかくこれは貴重
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な税金でありますから、それを有効に活用していくというところはしっかりと確認をさ

せていただいた上で、適正な予算執行に努めてまいります。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算説明資料５５ページ、企業誘致事

業についてお尋ねします。

先ほど藤原議員の質問で一部答えていただいて、令和７年度は地域活性化起業人推進

委託料等を使ってやっていくいうことなんですけども、令和６年度で株式会社あわえさ

んでしたっけ、へ委託されていろいろ取り組んでこられました。サテライトオフィスを

展開するんやいうのを令和６年度予算でつけて、実際やっていただいて、今のところ結

果は出てないんですけれども、今度令和７年度、新たにまた全然別のアプローチという

か、別の視点からも取り組みされるんですけども、じゃあその令和６年度に取り組んだ

ことと今度令和７年度に取り組もうとされていることの、いわゆる関係性いうか整合性

は、それはどういうふうに今後展開されていくおつもりなんですかね。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。令和６

年度の企業誘致につきましては、あわえさんのお力を借りまして、町長自身に神河町の

課題、それからどういった企業にサテライトオフィスを通じて協力していただきたいか

というふうなところを訴えまして、最終的には４つの業者さんというふうなところで今

現在動いております。令和７年度におきましても、このあわえさんの協力をいただきま

して、今の課題というふうなところも含めて同じような形で再度違う業者さんのほうに

アプローチをしていきたいというふうな思いでございます。

冒頭、このサテライトオフィスを誘致するに当たりまして、大きい事業者１件よりも

小さい事業者をたくさん集めるというふうな取組を今後していきたいというふうな中で、

やはり今は、令和６年度におきましては主体的にはデジタル関係の事業者さん等が多か

ったというふうなところで、できましたらほかの分野、うちでいいますと農林業とか、

それから観光も含めてですね、違う業種の方のサテライト誘致というふうなところも進

めてまいりたいということで、引き続きあわえさんのほうに協力をお願いするというふ

うな形を今考えておるところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。確認です。そしたら、令和７年度の事

業は引き続きあわえさんに主導権というか御協力をいただきながら、令和６年度に残っ

た４者以外の方に地域活性化起業人を使って新たに展開していくという理解でよろしい

んですね。

○議長（澤田 俊一君） 石橋ひと・まち・みらい課長。

○ひと・まち・みらい課長（石橋 啓明君） ひと・まち・みらい課の石橋です。引き続
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きあわえさんのほうに協力をいただくというふうに考えておるところでございます。令

和７年度の地域活性化起業人につきましては、この６年度で手を挙げていただいた企業

さんのほうから来ていただくというふうな予定で進めておりますので、活性化起業人の

制度につきましては、６年度で手を挙げていただいて今お話をしている事業者さんから

来ていただく人に対しての使う制度という流れです。令和７年度で新たにまた事業で参

画をいただく事業者様が決定しましたら、また起業人制度、もしくは違う制度でサテラ

イトオフィスのほうの設置をお願いしていきたいというふうに考えております。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） 小寺です。予算説明資料の５１ページの地方公共団体情

報システム標準化についてお尋ねします。

すみません、日付は忘れたんですけれども、多分２月ぐらいの報道で、全国の自治体

でこの標準化システムを導入しているところはほぼない。その導入を決めてるところも

まだほぼないっていうふうな報道を見かけました。中で、この神河町が早々と手を挙げ

られて標準化に乗り出されるその意義といいますか、なぜこんなに早く導入しなきゃい

けないのかっていうのが少し疑問なんで、その辺をお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 平岡総務課長。

○総務課長（平岡万寿夫君） 総務課、平岡でございます。国は令和７年度で実施してく

ださいよっていうふうに言ったわけです。それが法律でまずは決まったんですけども、

実際進めていくといろんな課題があって、実は大手のベンダーさんがもうできませんよ

っていうことで、特にうちの今入れているベンダーにつきましては、うちのそもそもの

今のシステムが令和７年の１０月で切り替わるので、それに合わせてうちは標準化シス

テムを導入するというところで一番最初からスタートしてきたというところになってま

すんで、今のうちのベンダーさんには、そこはもう守ってくださいよと。ただ、国の言

われてますように、いろんな仕様が出てきてるんですけども、その仕様の中で、なかな

か煮詰まっていないというところもありますんで、一部はもしかしたら遅れるかもしれ

ませんけども、うちはそういったゴールというか、とこありましたんで、うちは進めて

いるというところで御理解いただきたいなというふうに思っております。以上でござい

ます。（発言する者あり）

○議長（澤田 俊一君） ３回です。３回ですので、申し訳ございません。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） それでは、総務費を終わります。

次に、３款民生費、６２ページまでをお願いします。質疑ある方。

１１番、栗原議員。
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○議員（１１番 栗原 哉君） 説明資料の６１ページ真ん中の防犯対策事業で、防犯カ

メラの設置です。町の施設でかなり増えまして、訪れる方々がみんな神河町は面白いな

と、いい看板が出て、いろんなところにカメラがついているなとお褒めの言葉をいただ

いております。今回その１７７万０００円ですね、これはどこに設置されるんか、ち

ょっともう一度教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。防

犯カメラの設置につきましては、一旦町境の設置ということで一応めどは立たせてはい

ただいたんですけども、委員会の御意見とかを踏まえまして、通学路のところを少し重

点的にカメラを設置していこうというところで考えております。今回につきましては、

東柏尾の市場橋の東詰めのところ、大変交通量も朝とか多いわけなんですけども、横断

歩道もあって大変危険もあるというところで、学校からの御要望もあったということな

んですけども、そこに１か所つけさせていただくのと、あと寺前駅の前には防犯カメラ

がございませんでしたので、寺前駅前に設置するということで進める予定です。以上で

す。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに、民生費、質疑ある方。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） １番、小島です。予算説明資料の６３ページになります。

上から２段目の若者サポート事業ありますけれども、昨年度は対象は何人だったか。そ

れから、７年度の見込みですね、何人ぐらいあるかということと、それからもう一つ、

下から２段目のひきこもりサポート事業とこれ関連があるんだと思うんですけれども、

どこで区分けされているのかということを教えてください。

○議長（澤田 俊一君） まず、若者サポート事業について。

長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。若者サポート事業に

つきましては、令和６年度実績は１名でした。令和７年度の見込みは１名から２名と見

込んでおります。こちらの事業につきましては、該当する方は少ないんですけども、厚

生労働省からの委託事業になっておりまして、ひめじ若者サポートステーションが中心

になりまして、中播磨地区、西播磨地区と共同で行っている事業になります。１５歳か

ら４９歳までの方が対象なんですけども、こちらのほうも町内の方ではなくて違う町の

ところに行かれるというところがありますので、継続して行っているような状況でござ

います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 次に、ひきこもりサポート事業について、先ほどの若者サポー

ト事業との違いも含めてお願いいたします。

指名します。
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木村保健師事業特命参事。

○健康福祉課参事兼保健師事業特命参事（木村 弘美君） 健康福祉課の木村でございま

す。ひきこもりサポート事業のことについて少し説明させていただきたいと思います。

ひきこもりサポート事業の財源としましては、生活困窮者就労準備事業費等補助金と

いうのを活用しておりまして、事業を行っております。内容としましては、基本的にカ

ウンセラーの先生におきます月２回の個別相談会を実施しているような状況にあります。

ひきこもりサポート事業は、今年度から……。

○議長（澤田 俊一君） 木村特命参事、資料を持っていただいて、もう少しマイクの近

くでお願いいたします。

○健康福祉課参事兼保健師事業特命参事（木村 弘美君） 失礼しました。もう一度説明

させていただきたいと思います。

ひきこもりサポート事業の財源としましては、生活困窮者就労支援事業の国の補助金

を活用しまして、事業展開を実施させていただいております。内容としましては、心理

カウンセラーの先生におきます個別相談会を月２回実施しておりまして、今現在来られ

てる方におきましては１０代から６０代の若い方が来られてるような状況にあります。

若者サポート事業との連携っていうとこら辺になるんですけれど、若者サポート事業

は３町で実施しておりまして、町外での相談も希望される方はそちらのほうを利用され

ている方もおられるような状況にあります。以上となります。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） 分かりました。今言われた若者サポート事業は３町でい

うことで、先ほどお答えいただいた１名というのは、これ町内の方と見てよろしいんで

しょうか。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。昨年度の実績の方は

町内の方でありました。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

１番、小島議員。

○議員（１番 小島 義次君） もう一つの項目、ちょっと替わりますけれども、同じ説

明資料６３ページの中で真ん中辺りですね。特殊詐欺等被害防止対策事業としまして電

話機の補助がありますけども、昨年度も今年も続いていると思うんですけども、昨年度

のその効果といいますか、何かこういうところに効果があった、予防策ができたという

ようなことはありますでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。効

果という部分はなかなか見えにくいところなんですけれども、購入実績としましては昨
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年度が４６件で本年度はもう５０件近く、もう予算も底を尽きてきているというような

状況です。やはりそういった電話がかかってくるというところであったり、また、新聞

等でも大変そういった被害が増えてきているというような報道もありますので、そんな

中で、神河町ではそういった被害に遭ったというようなところがあまり聞かれないとい

うところが実績としてあるのかなというところでございます。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算書でいうと６１ページの負担金の

ところですね。子ども会関係の負担金が上がってます。説明資料では、７１ページです

かね、子ども会活動事業としてあるんですけれども、実際今、神河町の子ども会のいわ

ゆる活動状況いうんですかね、どんなもんですかね。私が把握してる分では、ほぼ活動

してないとは思ってるんですけども、実際のところはいかがですか。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。神河町内

の子ども会の活動状況ということですけども、神河町では４１区ございますが、今年度

活動されている子ども会は１７団体、１７区というふうになっております。球技大会も

残念ながら希望調査を取ったところ行われておりませんが、各単位子ども会におかれま

しては、各単位子ども会独自の事業、秋祭りであったり送別会であったりというところ

を中心に現在取り組まれているというふうに把握しております。

以上、回答とさせていただきます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。過去数年間、活動が低調になってから、

いろんな議員からもいろんな質問が出て、やっぱりこのままでは寂しいから、もうちょ

っと活発になるようなことを町として考えてほしいいうような要望もいろいろあったと

思います。年々年々予算も減っていきよるんでね。本当やっぱり子供が楽しいところ見

るんが僕ら一番楽しいんで、やっぱり町としてできるだけ、ちょっと子ども会を活発に

するのがいいのかどうかって言われたら分からないんですけれども、何せそういうふう

な方向でちょっといろんな施策を考えていただきたいなと思います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。子ども会

の活発化というところでございますけども、これまで競技大会、ソフトボールであれば

９人、バレーボールであると６人がいないとなかなか参加できないという実情がござい

ました。来年度につきましては、これまで社会体育事業で行っておりましたアジャタ大

会を球技大会の代替種目として位置づけております。そういう意味におきましては、こ

れまでなかなか参加できなかった単位子ども会におかれましても参加しやすい環境づく

りというところに取り組んでいきたいと思います。まずは、子ども会の活動を支援する
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という立場で来年度も事業展開を行いたいというふうに考えております。

以上、回答とさせていただきます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに民生費、質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） ないようです。

次に、４款衛生費、７０ページまでをお願いします。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。健康づくり費、予算書の６４から６５

ページ、説明書につきまして７５ページにいろいろ書いてあります。お尋ねしたいこと

は、概要書の説明の中でも、２番目の柱として安心して暮らせる環境をつくる、高齢者

の暮らしを支えるために福祉・保健・医療のほうの充実を図ると書いてあるんですけど、

去年と比べて今年何か変わったこと、取り組みされてますか。言いたいのは、やっぱり

病院の経営改善とかいろいろありますんで、その関係で三位一体で取り組む中で、健康

づくりに令和７年、特段取り組まれるメニューがあれば教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 少し総括的な質問ではありますがどうでしょうか。

木村保健師事業特命参事。

○健康福祉課参事兼保健師事業特命参事（木村 弘美君） 失礼します。健康福祉課、木

村でございます。今年度の大きな事業としましては、まずは健康づくりいうとこら辺で

は、町ぐるみ健診の受診率の勧奨いうとこら辺を重点的に行っております。

未受診勧奨におきましては、システムも活用しまして未受診者への受診勧奨を行って

おります。

また、重症化予防としまして、医療費が県下でもやはり高いような状況にありますの

で、その医療費の大きな原因っていうとこら辺で、やはり腎疾患であったりとか、そう

いうとこら辺が多いというとこら辺もありまして、個別の栄養相談等を実施しながら重

症化予防等を図っているような状況にあります。

また、その辺におきまして、がん検診の受診率の向上におきましても神崎病院と協議

を行いまして、胃がん検診におきましては近年、受診率が低迷化しておりますので、や

はり高齢になりましたらバリウムによる胃がん検診もリスクが伴うというようなとこら

辺から、神崎病院と協議させていただきまして、胃がん検診の個別化っていうことで胃

カメラを今年度から実施しているような状況にあります。以上となります。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに衛生費、質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） それでは、次へ行きます。

次に、５款農林水産業費、７９ページまでをお願いします。質疑ある方。
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３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算書でいいますと７２ページの報償

費の中ですね、講師謝礼２万円。これ説明資料によりますと、熊の研修会の講師費用や

と思うんですけども、昨年、熊情報が多発したときに農林政策課長が、まずは皆さんに

熊を知ってもらう研修をしたいというふうな答弁をされてたと思います。それを実施さ

れることだと思うんですけど、もし今現時点でどういうふうにこの熊研修会をされるい

うのがもし決まってたら、教えていただけますか。

○議長（澤田 俊一君） 前川農林政策課長。

○農林政策課長（前川 穂積君） 農林政策課、前川でございます。まだ具体的にこの研

修会の計画を立てているわけではありませんけれども、イメージとして思っております

のは、講師としては野生動物研究センターの指導員等に講師をお願いして、受講者とし

ましては区長さん、農会長さんあたりをまずは想定をして考えてまいりたいというふう

に思っております。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。予算書のページ８６で、地籍調査の分

があります。２月２６日の神戸新聞で、市川町がリモート地籍調査って多分記事出てた

と思うんですけど……（「８６言うたったで」「説明資料ですか」と呼ぶ者あり）違と

ったか。

○議長（澤田 俊一君） 質問箇所、特定をお願いします。農林水産業費、予算書は７９

ページまでです。

○議員（９番 藤原 資広君） ごめんなさい、７５から７６ページに地籍調査の部分が

あります。２月２６日の新聞で、市川町のリモート地籍調査という記事が出てました。

うちんとこはその方法を取ってないんですけども、当然林業関係とも調整もしながら今

の体制取られているんですけど、取られているいいところの面をちょっと教えていただ

きたいと思いますのと、それと、林業費、７８ページにあるんですけど、この前１１月

の多分次年度に向けた思いをお聞きしたときに、Ｊ－クレジットの話もありました。そ

の分はこの予算書の中に生きて活用されてるのか、その２点をお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） それでは、まず１点目、リモート地籍等につきまして。

中野地籍課長。

○地籍課長（中野 友純君） 地籍課、中野でございます。藤原議員の質問にお答えしま

す。

スマート地籍、リモートセンシングの地籍なんですけども、これは令和５年度、６年

度でリモートセンシングの利点、メリット、デメリットを検証した結果、今後山を活用

していくには、やっぱり現地にくいを残さないといけないということで、あと神河町の
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ほうも現地調査が令和１０年度で終わる予定になってますので、リモートセンシング、

スマート地籍を導入せずに、現地にくいを打って調査を進めていきたいということでま

た結論を出しました。現地にくいを打つことによって、あと、山の所有者の方も今後、

次の世代に継承するときにも、くいがあれば確実に継承できる、また山を活用していた

だけるということで、現地にくいを残すという地籍に方向を決めたところでございます。

以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ２点目につきまして。

前川農林政策課長。

○農林政策課長（前川 穂積君） 農林政策課、前川でございます。結論から申しますと、

この予算書にＪ－クレジットに関する歳入歳出は入っておりません。

ここのところの状況でございますけれども、実は先週もある企業さんとの中で、この

Ｊ－クレジットを神河町でできないかというようなお話合いをさせていただいておると

ころでございます。その話の中でも、町として予算を組んで何かをつくったりどうこう

したりというんではなくて、Ｊ－クレジットの発行する事業体、それから、それを使う

企業、その間を町として調整をする、取り持っていくというような形でまずは今の話は

進めてまいりたいというふうに思っておるところでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） ないようです。

次に、６款商工費、８３ページまでお願いします。質疑がある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算書８０ページの需用費の中の修繕

料ですね。これ予算説明資料ですと、９０ページの①のところに施設名と金額だけは書

いてあるんですけれども、その修繕の内容が全く分からないので、もし可能であれば設

置される予定の予算特別委員会に資料を提出していただきたいと思うんですけれども、

いかがですかね。もし可能であれば、議長のほうから正式にお願いしていただきたいと

思いますけど。

○議長（澤田 俊一君） そうしましたら、予算書８０ページの需用費の修繕費の中身に

つきまして、特別委員会のほうに提示していただくということでお願いできますか。

橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。予算特別委員会のほうへ資料のほうを提出させていただきます。

以上です。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方

５番、安部議員。
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○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。説明資料の９０ページの上から７行目

ですかね、グリーンエコー笠形のグラウンドゴルフ場の整備事業ということで４５０万

ほど上がっとんですけども、これはどういうような形で修繕されるわけですか。

○議長（澤田 俊一君） 橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課の橋でございます。詳しくは、先ほどもありましたように、予算特別委員会のほう

で、また図面といいますか、資料をお出しさせていただきたいと思いますが、概略を申

し上げたいと思っております。

概略につきましては、こちらのコースにつきましては、今現在、扁妙コース、笠形コ

ース、オウネンコースとコースが３つございます。その中で一番問題になっております

のが、獣害被害でございます。獣害被害につきましては、獣害防止柵を、外周約５００

メーターございます、それに係る補強の部分。それと、芝生の部分的な修繕というとこ

ろで、３コースのうちの１コースにつきましては芝生がまだ生きているというところで、

その保全、修繕いうところで、１コース約８００平米の一部張り替えのほうをしてい

きたいなというふうに考えております。そういった、概略でございますが、ところを中

心に修繕のほうをしていきたいというふうに考えております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） ５番、安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） 安部です。４５０万といったら、私たちにとったら大変

大きなお金なんですけども、この施設改修について４５０万が本当に生きたお金になる

のか、そこの辺のところをしっかり考えていただいて、やはり４５０万を投入するんで

あれば投入するだけの値打ち、そしてまた、あと、利用者が増えるような方向に持って

いけるかどうか、その辺のことを考えてしっかりと整備をお願いしたいというふうに思

います。

○議長（澤田 俊一君） 橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。修繕は修繕なんですけども、その後のやっぱり利用をいかにし

ていただけるようにするか、施設の保全もそうですが、やはり利用していただくという

ところを考えていかないといけないというふうに考えておりますので、そのようにして

まいりたいというふうに考えております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。予算書の７９ページ、負担金補助で商

工会の補助金０６０万あります。去年も発言させてもろうたんですけど、今年予算組

むに当たり、商工会と話しされて何か意見があったのか、それとも、いやいや、これで

十分やと言われたのか、そこら辺りをお聞かせください。
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○議長（澤田 俊一君） 橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。藤原議員の御質問にお答えしたいと思います。

確かに令和６年度の予算時におきまして、御意見を頂戴したかと思っております。財

政厳しい折にいうところをおっしゃってくださったのかなというふうに思っております

が、商工会の補助につきましては、商工会との行政懇談会、また要望いうところで、要

望書のほうも出てきております。そういったことを基にして、商工会の事業の発展とい

うところでは、なかなか削れないのかなというふうに考えております。商工会の会員数

であったり、また、その会員数の減、増いうところはあるんですけれども、さらに維持

だけでなくて、この補助を活用していただいて、より商工が充実した形になるように商

工会のほうに御協力をお願いしたいというふうに考えております。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。商工会のほうからはこれでもう事業で

きます、これで十分できますよということでおっしゃったんかどうかをお聞きしたいん

です。

○議長（澤田 俊一君） 橋商工観光特命参事。

○ひと・まち・みらい課参事兼商工観光特命参事（橋 吉治君） ひと・まち・みらい

課、橋でございます。補助金につきましては昨年と同様でございますが、商工会への

支援体制としまして、例えば新年交歓会であったりとかいうものにつきまして、本年、

最近では共同で行ったりとかいうことをさせていただいております。そういったことも

踏まえて、補助金、金額で足りない部分につきましては、共同で一緒になって商工会の

ほうを盛り上げていくような活動を引き続き行いたいなというふうに考えております。

以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑がある方。商工費終わってよろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） それでは、次に、７款土木費、８８ページまでお願いします。

質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。

次に、８款消防費、９１ページまでお願いします。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。予算書の９０ページの災害対策費につ

いてお尋ねします。今からお尋ねすることは今年度予算には直接関係はないんですけれ

ども、町長の所信表明の中で、１２ページやったかな、所信表明の中の１２ページに、
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トイレカーやキッチンカー、シャワーカー、仮設入浴設備等の整備を検討していくって

いうふうにおっしゃられました。これ当然検討なんでね、今、具体的にどうこう言うも

のではないとは思うんですけども、思い描いておられるのがちょっとどういうことなの

か私いまいち理解ができなかったので、もし思い描いておられることが詳しく説明でき

そうでしたらお願いしたいと思います。

○議長（澤田 俊一君） 山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 私のほうで、では答弁させていただきます。

所信の表明の中で申し上げたとおりでありますけども、特にトイレカー、キッチンカ

ー等については、昨年１月１日に発生をしました能登半島地震における災害支援、そし

て避難所設置というふうな中で、それらの搭載した車がかなり効果があったというとこ

ろでございます。神河町も、今後そういった搭載した車を当然設置を確保する必要があ

るだろうというところで、活字として載せさせていただいたところでございます。具体

的には担当参事のほうから申し上げますので、よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。町

長おっしゃられたような形で、基本的には大規模災害ですよね、発生したときには、一

番発災時必要となってくるのがトイレであるということ。トイレカーということなんで

すけども、なかなかトイレを避難所全員の分を対応しようとするとなかなか難しい部分

ではあるんですけれども、やはり各地で災害も発生しており、避難所ではそういったト

イレカーっていうのが非常に有効なものであるというふうに言われております。町とし

ても、まずはそういった部分で、町民の安心という部分で、あったらいいのかなという

ふうなことも考えております。また、ＴＫＢと言われる、またキッチンとか、あとベッ

ドについても大変避難所には必要となっていきます。１つあったら安心かどうかってい

うのはまたあるんですけれども、やはり近隣市町もこういったトイレカー、キッチンカ

ーという部分も充実をさせていくという動きもございます。神河町においても、国の補

助事業とかを活用しながら、こういった部分を進めていこうということで計画、あくま

でも今の段階では検討ということですけども、進めてまいりたいというふうに思ってお

ります。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） 小寺です。本当に今の段階でどうこう言うものでもない

んですけれども、導入されることは結構なことだと思うんです。やっぱり災害に備える

のは物すごい大事なので結構だとは思うんですけれども、大規模災害が起きなかったと

きに、じゃあ一体それはどうなるのかなっていうのがすごく疑問に思うので、本当いろ

んなそういった面も検討していただいたり、例えば郡内で協定を結んでね、神河町はト

イレカー、市川町はキッチンカーとか、そういうふうな感じでもええんかなとも思いま

すんで、本当にいろいろな面から検討していただきたいと思います。以上です。
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○議長（澤田 俊一君） 井出防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（井出 博君） 住民生活課、井出でございます。貴

重な意見として賜っておきます。

トイレカーにつきましても、郡内の中でそれぞれ割当てといいますか、それぞれで神

河町はトイレカーというような考え方もありますし、トイレにつきましては、本当に１

つあったらそれで大丈夫かといえば、なかなかそうではないというふうにも認識してお

ります。郡内でもまずはトイレカーを整備していくとか、そういった部分で検討してい

ったほうがいいかなというふうに思っておりますので、今後の課題として郡内でも協議

をしてまいりたいと思います。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） 日程の途中ですが、ここで昼食のため暫時休憩します。再開を

１３時ちょうどとします。

午前１１時５８分休憩

午後 １時００分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

午前中の民生費の質疑のところで、子ども会活動事業の質問に対しまして、児島教育

課長から発言の訂正の申出があります。ここで許可します。

児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。午前中の

私の発言について一部誤りがありましたので、訂正しおわび申し上げます。

民生費、児童福祉費の子ども会の活動につきまして、小寺議員からの質問の際に、子

ども会数を４１区中１７区と申し上げました。正確には、４０区中１７区が今年度活動

されている単位子ども会であります。訂正しおわび申し上げます。申し訳ありませんで

した。

○議長（澤田 俊一君） 以上のとおりです。御了承願います。

それでは、午前中に引き続きまして、第３４号議案、令和７年度神河町一般会計予算

の質疑を続けます。

第８款消防費、９１ページまで引き続きお願いいたします。消防費、質疑ございませ

んか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） ないようです。

それでは、次に、９款教育費、１１５ページまでをお願いします。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。タブレットの更新についてお尋ねしま

す。

予算書でいうと９６ページの小学校管理費で２４９万０００円と１００ページの
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中学校管理費の１３９万０００円で合計で３８８万０００円なんですけれども、

文科省の補助上限が１台５万０００円ですかね。それで計算したら、一応６１６台の

更新になるのかなと思うんですけれども、実際は何台更新されて、リース期間が何年な

のかを教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。小寺議員

の質問にお答えさせていただきます。

このパソコンリース料につきましては、児童用タブレットの更新と教職員の校務用パ

ソコンの更新が含まれております。御質問の児童用タブレットでございますけども、小

学校につきましては４９４台、中学校につきましては３０３台、その他教職員のパソコ

ンにつきましては、来年度ウィンドウズ１０の保守が最終年度となります。それに伴う

更新でございまして、公務用パソコンは小学校６１台、中学校２９台、教室用のパソコ

ンは小学校は２１台、中学校は１０台、電子黒板につきましては小学校２１台、中学校

１０台、計３１台、あとネットワークシステム等の更新でございます。

以上、回答とさせていただきます。（「リース」と呼ぶ者あり）

リース期間につきましては、いずれも５年ということで考えております。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。となるとですね、タブレットだけで７

９７台の更新になるんですけども、そしたら結構お安い価格なんかないう気はするんで

すけども、１台当たり一体何ぼで想定しとってんですかね。

○議長（澤田 俊一君） 児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） タブレット自身は５万０００円での

県の一括入札ということで、５万０００円を予定しておりまして、児童用タブレット

につきましては５年間で９２６万７００円、１年間当たり９２万９７０円のリース

料を予定しております。

以上、回答とさせていただきます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。教育費終わってよろしいですか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） それでは、次に、１０款公債費から１２款予備費、最後までを

お願いします。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。

それでは、次に、総括で質疑がございましたらお願いします。

８番、藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。説明資料の１６ページの下から６行目
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です。今年度から神河町みらい創造プロジェクトと題し、中堅、若手職員による課題解

決プロジェクトチームを編成し、これからの神河町を考えてもらう機会を創造していき

ますと町長の所信表明にありました。これについてどういう形で進めていくのか、ちょ

っと内容的にお願いします。

○議長（澤田 俊一君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田です。このプロジェクトなんですけれども、若手、それ

から今想定してますのは、中堅といいますのは係長以上、若手は係長未満というふうに

考えています。これからの１０年先、３０年先を考える職員でありますので、２０年後、

３０年後ぐらいにもう幹部になりますから、そういった職員に将来について考えてもら

おうということで発案をしております。

具体的には、手挙げ方式を考えております。やる気のある職員に手を挙げて、ワーキ

ンググループに参加していただく。もう充て職のように充てていくんではなくて、希望

者を募るという形を取りたいと思ってます。それでも足りなければ多少指名をすること

はあるかなと思うんですが、そういったところの意見を町政に反映していけるような形

で、何とか人材育成をしていこうという考えで本年度から着手したいと考えてます。以

上です。

○議長（澤田 俊一君） ８番、藤森議員。

○議員（８番 藤森 正晴君） ８番、藤森です。若手職員の出番というか、再三過去に

も私、意見的に要望してきたわけです。いよいよ実現というか、これは大変期待をいた

しております。これによって、神河町もやはりよかったなと、変わっていかないかんの

と、一つはちょうど時期的に図書コミュニティ施設ね、公園がオープンします。この施

設をいかに生かすか、どう神河町の魅力づくりをするかということに私は非常に皆と一

緒に頑張っていただいて、一通りいってあとはお客さん来てないよと。桜空が大空（お

おから）にならんような施設にしていって神河町を変えないかん、変わっていかなあか

んと思うんです。そういう形で非常に期待をいたしておりますので、ひとつ頑張って変

わったなという神河町にしていただきたい、お願いしておきます。

○議長（澤田 俊一君） 前田副町長。

○副町長（前田 義人君） 前田です。御意見ありがとうございます。ぜひですね、今年

度、今想定してますのは公共施設の在り方等についての議論を深めたいなというふうに

思ってます。もちろん、その中で町の中心部で目玉商品といいますか、目玉に置いてま

す粟賀小学校跡地ですので、ぜひその活用が盛んになって、できてよかったなと言って

もらえるような運営に結びついたらなと思ってます。よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） ほかに総括質疑がある方。

５番、安部議員。

○議員（５番 安部 重助君） ５番、安部です。同じページ、１６ページの説明資料で

すけども、マイナンバーカードについて訴えられとんですけども、マイナンバーカード
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の取得率が非常に悪いと、遅れてるというような形なんですけども、今現在何％ぐらい

の取得率なのかが１点と。それから、行政運営に対して、このマイナンバーカードがど

ういうふうに大切なのかいうことを町民の皆様方にもっともっと知らせたら、そういう

取得率も上がるんじゃないかというふうな思いもするんですけども、その辺のとこの、

ただこういう形でマイナンバーカードの取得する場所を設けておりますよじゃなしに、

理解をしていただいて取得していただくというような方策をもっと取っていただけたら

もっと進むんじゃないかというふうに私は思っておりますが、いかがでしょう。

○議長（澤田 俊一君） 長井住民生活課長。

○住民生活課長（長井 千晴君） 住民生活課、長井でございます。現在、神河町のマイ

ナンバーカードの取得率は、県下でも結構１０番以内とかに入っておりまして、現在、

神河町におきましては９⒌５６％の取得率になっております。ただ、その後、取得され

た後の活用ができてないのではないかと思いますので、また、マイナ保険証の登録であ

ったりとか、マイナポータルといってアプリを入れていただくことによって御自分で確

定申告であったりとか町の窓口への申請とかいろんなことができますので、そういった

ことの広報のほうをもっと努めてまいりたいと思います。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに総括質疑がある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 説明資料の８５ページの神河町フードセンター施設改善

事業で、今回はエアコン、空調ですね、これ３７５万という形なんですけど、話聞い

てるところでは、その神崎フードさんもちょっと経営自体が苦しいと。販売してたおに

ぎりやとか、その弁当類の各店舗の自家販売みたいなのがあって、売れてないというこ

となんですけど、どういう形で今、神崎フードが進んでいるのか、この辺ちょっと教え

てください。

○議長（澤田 俊一君） 前川農林政策課長。

○農林政策課長（前川 穂積君） 農林政策課、前川でございます。今、神崎フードの運

営といいますか、経営状況は非常に厳しい状況であるということで、委員会でも御報告

をさせていただいたところです。一番は売上げが伸びていないというところが、今おっ

しゃったように、例えばマックスバリュですとか、そういった大手のこれまで得意先で

あったところというのが、内製化といいまして、自分ところの店の中もしくは自分とこ

ろのフードセンターみたいなものをつくって総菜類であったりおにぎりであったりとい

うものを作り出したというのがコロナ禍以降、非常にこれが加速をしております。です

ので、マックスバリュだけでなくてマルナカであったりほかの取引先でもそういうよう

な状況が出てきている中で、売上げがなかなか伸びないというところが１点ございます。

それから、今年度につきまして一番大きく影響が出ているのが、米価の上昇でござい

ます。昨年度二百数十円ぐらいで買ってたお米が、同月の今年度でいいますと５００円
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を超えているというようなところで、２倍程度の米価になっております。これが年間通

じてでいきますと、約１億円ぐらい米代だけで余分にかかってくるというような状況が

今年見込まれております。

そういうような状況の中で、現在フードとの役員会等の報告では、月間で約３００万

円程度の赤字、これが１年間でいくと６００万ぐらいにこの令和６年度なる可能性が

今ございます。そうなりますと、来年度、来期には経営が非常に難しくなってくる状況

がございますので、今、経営改善計画等の作成に取り組んでおる状況でございます。以

上でございます。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 今聞いて、大体苦しいいうのはよく分かったんです。や

はりこの株式の中で、４９％は神河町が持ってますよね。やっぱりサポートできるとこ

ろはできるだけ入れてサポートして、何とか立ち直ってもらいたいと思っておるんです

けど、その辺どうですか。

○議長（澤田 俊一君） 前川農林政策課長。

○農林政策課長（前川 穂積君） 農林政策課、前川でございます。町の第三セクターと

して、町としても当然その辺りの心配をしておるところでございまして、この２月にも

神崎フードの社長と、それからもう一つ株主でありますエスアールジャパンの社長、そ

れから町当局というところでも、今後どうしていくのかというような打合せといいます

か、話合いを持ったところでございます。町としても、まだ具体的に町としてどうこう

というところは載せておりませんけれども、まずはエスアールジャパンの協力を得られ

る部分については、協力を得ることで収支の状況を改善していくというようなところを

まずは手がけていこうというような話合いを先日行ったところでございます。あとは必

要に応じてということになります。町の内部でも協議をする中でどういうことができる

のかということを考えていく必要があるのかなと。今年度、７年度の予算に計上してお

りますエアコンも、もちろんどんどんもうかってる状況であれば何とかしてくださいよ

というとこではありますけれども、もう経過年数もたってるエアコンばかりで、この２

年ほどの猛暑によりましてフル稼働している状況の中で、もう既に動かなくなっている

ようなものもございます。そういうようなところで、できるところでは支援といいます

か、応援といいますか、してまいりたいというふうには思っておるところでございます。

以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに総括質疑がある方。

児島教育課長。

○教育課長兼給食センター所長（児島 浩司君） 教育課、児島でございます。大変申し

訳ございません、先ほどの質問に児童用パソコンの回答させていただきましたが、ちょ

っと表を見誤っておりました。申し訳ございません。小学校の児童用タブレット、４９
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４台と言いましたけども、４７７台が正解です。中学校につきましては、３０３台と申

し上げましたが、２４６台が正しく、合計７２３台でございます。

以上、すみません、訂正しておわび申し上げます。申し訳ございませんでした。

○議長（澤田 俊一君） ほかに総括質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） ないようです。

以上で第３４号議案に対する質疑を終結します。

ここでお諮りします。本議案については、委員会条例第６条の規定により、１０名の

委員で構成する予算特別委員会を設置し、審査を付託したいと思いますが、これに御異

議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３４号議案は、予算特

別委員会を設置し、審査を付託することに決定しました。

ただいま設置しました予算特別委員会の委員の選任を行います。

選任については、議会運営基準第１２０条の規定によって、議長から指名します。

小島義次議員、木村秀幸議員、小寺俊輔議員、納良幸議員、安部重助議員、吉岡嘉

宏議員、松岡宣彦議員、藤森正晴議員、藤原資広議員、栗原哉議員、以上１０名を指

名します。

お諮りします。ただいま指名しました１０名を、予算特別委員会の委員に選任するこ

とに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、議長指名の１０名を予算

特別委員会の委員に選任することに決定しました。

なお、特別委員会の委員長、副委員長は、委員会条例第９条第２項の規定によって、

委員会で互選をしていただくことになっておりですので、よろしくお願いします。

ここで暫時休憩します。再開を１３時３５分とします。

午後１時１７分休憩

午後１時３５分再開

○議長（澤田 俊一君） 会議を再開します。

休憩中に予算特別委員会が開催され、正副委員長の互選がされておりますので報告し

ます。

委員長に栗原哉議員、副委員長に藤原資広議員がそれぞれ互選されましたので、報

告します。

・ ・

日程第２７ 第３５号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第２７、第３５号議案、令和７年度神河町ケアステーショ

ン事業特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３５号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第２８ 第３６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２８、第３６号議案、令和７年度神河町国民健康保険事

業特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

お諮りします。本議案は、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、これに

御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３６号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第２９ 第３７号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第２９、第３７号議案、令和７年度神河町後期高齢者医療

事業特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３７号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３０ 第３８号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第３０、第３８号議案、令和７年度神河町介護保険事業特

別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３８号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３１ 第３９号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３１、第３９号議案、令和７年度神河町土地開発事業特

別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第３９号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３２ 第４０号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３２、第４０号議案、令和７年度神河町訪問看護事業特

別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４０号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３３ 第４１号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第３３、第４１号議案、令和７年度神河町産業廃棄物処理

事業特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４１号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３４ 第４２号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３４、第４２号議案、令和７年度神河町寺前地区振興基

金特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４２号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３５ 第４３号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３５、第４３号議案、令和７年度神河町長谷地区振興基

金特別会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４３号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３６ 第４４号議案
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○議長（澤田 俊一君） 日程第３６、第４４号議案、令和７年度神河町水道事業会計予

算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。そしたら、予算書の６ページの一番下、

投資で公共債買われると思うんですけど、東日本高速道路債ですね、何種類かあるんで

すけど、どのものを買われて、多分下水道も一緒や思うんですけど、何年物を買われる

か教えてください。

○議長（澤田 俊一君） 谷綛上下水道課長。

○上下水道課長（谷綛 和人君） 上下水道課、谷綛でございます。藤原議員の御質問に

お答えをしたいと思います。

今検討しておりますのは、東高速道路の公共債ということで、何年物かはいろいろと

あるんですけども、種類は１種類でございまして、２年物を検討をしております。以上

でございます。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４４号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

日程第３７ 第４５号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３７、第４５号議案、令和７年度神河町下水道事業会計

予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑ないようです。質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４５号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・
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日程第３８ 第４６号議案

○議長（澤田 俊一君） 日程第３８、第４６号議案、令和７年度公立神崎総合病院事業

会計予算を議題とします。

本議案に対する質疑に入ります。質疑がある方。

３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。今年もまた３条予算で３億１００万

円の赤字予算を出してこられたんですけれども、私これしょっちゅう言わせていただい

てるんですけど、本来予算で赤字予算なんか出してくるものじゃないんですよね。当然

そら予算の部分では、最低でもプラマイ・ゼロ、もう例えば経費をこんだけ削減します

とか、そういった努力の跡を見せて、プラマイ・ゼロで出してくるのが本来や思うんで

す。いきなりそんな３億の赤字を出します、もう始まる前からこう決めとるのと一緒な

んですよ。前任の春名事務長が一番最初に赤字予算出されたときには、病院の危機的状

況を職員に共有するために赤字予算にしましたっていう説明があったと思います。もう

その役目は十分果たされたんで、やっぱり予算っちゅうもんはプラマイ・ゼロで出して

くるのが本来のあるべき姿だと思うんですけどね。当然プラマイ・ゼロにするためには

どうすればいいのかっていうのを考えてやるんが経営や思うんです。でも、この３億の

赤字予算を出されて承認してくださいって言われても、正直言って困るんですよね。こ

うして３億赤字、垂れ流します。でも予算は認めてください。そんなおかしな話はね、

なかなかない思うんですけど、実際どうですかね。予算を組むに当たって、これ３年連

続ですかね、収支不均衡予算出されたの。ですよね。４年目ですかね。もうそろそろ収

支均衡予算で出そうとか、そういうふうな話合いとか、そんなんはなかったんですかね。

○議長（澤田 俊一君） 井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。赤字予算

の件でございます。

令和３年度、４年度、５年度に引き続いて、今年４年目になりますけれども、当初か

ら赤字額を見込んだ予算編成でありまして、望ましい状況とは考えておりませんが、こ

れが現実的な数値でございます。実は、令和４年度では１億０００万円程度の赤字を

計上させていただきました。令和６年度につきましては２億２００万円程度の赤字、

今年度が、令和７年度が３億１００万円程度の赤字ということでございます。特に歳

出、支出の額の削減につきましては、大変困難と言わざるを得ない状況でございます。

特に職員の給与につきまして、神河町職員の給与に関する条例規則または神河町会計

年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の規定にのっとって支給しなくてはなり

ません。令和６年度から会計年度任用職員についても勤勉手当支給が新設をされまして、

その支給率は正規職員と同様とされております。また、令和５年及び令和６年の人事院

勧告に伴う給料の大幅なベースアップの影響も大変大きくのしかかっています。円滑運

営のために職員数を大きく減ずることもできず、給与費については、その削減が大変難
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しい状況でございます。

経費につきましても、令和６年度の執行状況を勘案し、また、物価高騰などの要件も

加味しつつ、現状の実態に沿った形で積算をしているというところでございます。当初

から赤字を見込んでの予算は適切さに欠けると私も承知をしておりますけれども、現実

に沿った予算計上であることを御理解をいただきたいというところでございます。

少しキャッシュフロー、現金のところで説明をさせていただきたいと思うんですけれ

ども、予算書の８ページを御覧ください。一番下の３段のところに、資金の増加額とい

うところがございます。令和７年度の予算を１００％執行した場合でございますけれど

も、マイナスの１億６００万円ということで、１年間で約２億円の現金が減る見込み

の予算でございます。令和７年の４月の段階では８億２００万円と掲載をしておりま

す。年度末には６億６００万円という現金ということですけれども、町長の提案説明

の中でも御説明を申し上げましたが、約９億円の現金等があるというふうに申し上げま

した。そこに３億円の差があるということでございますけれども、２４ページに令和７

年度の貸借対照表がございまして、下から５段目のところに長期性預金というところが

ございます。ここで３億円がございますので、一応、来年、令和８年３月末現在の見込

みとしては約９億円の現金を抱えているということで説明を申し上げました。

１年間で２億円程度の現金が減るというところで、大変心苦しいんですけれども、収

入のほうにつきましても入院収益、また外来収益の増収を職員にも呼びかけて、また、

経費の部分につきましては節減を求めていく中で、何とかこの現金の目減りをできるだ

け少なくしていきたいという思いでございます。以上でございます。

○議長（澤田 俊一君） ３番、小寺議員。

○議員（３番 小寺 俊輔君） ３番、小寺です。病院の抱えておられる事情はね、十分

承知してるんです。人件費も高くなってますし、材料費等々も物価高騰で物すごい値上

がりしとんの分かっとんですけれども、やっぱり年度当初の予算っちゅうもので赤字で

出してきて、例えば、病院は公営といいますか、役場がお金出しとうから赤字を気軽に

出せるんかもしれんですけど、もし自分らが一般企業やったらっていうふうに考えてい

ただいて、今年どんだけ仕事しても３億赤字なんです、これやる必要がありますか。な

いでしょう。一切もうかれへんのやからね、３億減るんやからね。

今、課長が言われたように、現金１０億実際あるんは理解してます。この現金もコロ

ナ禍で積み上げただけの話で、コロナ前なんか、もう現金ほぼなかったと思うんです。

そのコロナ禍で積み上がった現金を今食い潰して生きおる状態が続いてますんで、この

状態ももう恐らくあと一、二年ぐらいしか私はもたへんのちゃうかなと思ってます。役

場の一般会計からの繰入金がどんどんどんどん減っていく中で、なかなかこういう予算

の組み方しとるうちは、僕は駄目なんちゃうかなと思うんです。やっぱりしっかりと、

こうすれば、うまく表現できないんですけども、経営改善に取り組んでいただいてるの

も十分承知しとんですけどね。もっとここをこうしてやれば、ちょっとでも赤字幅が減
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るでいうような努力を見せていただかないと、単純に今年もぽんと３億赤字ですでは、

なかなか理解がしづらいところはあるのかなと。これはもう質問ではなく私の感想にな

ってしまいましたけれども、そういうことなんです。これに関して事務長、何か一言い

ただけますか。

○議長（澤田 俊一君） 高階町参事兼病院事務長。

○町参事兼事務長（高階 正三君） 町参事兼事務長の高階です。議員御指摘どおりで、

まさしくごもっともというのは本当に申し訳ない次第なんですが、やはり先ほど課長の

ほうも申し上げたとおり、非常に公立病院の置かれている環境いうのは、もう全国的に

非常に厳しい。特にその原因となっているのが、昨年の大幅な人勧アップというのが、

すごい私どももこの１年間、経営改善、非常に取り組んできたんですけど、爪のあかに

火をともすような形で積み上げていったんですけど、どんとあれが来ただけでも、かな

り根本の計算がちょっと崩れてるとこはもう否めないとこでございます。

しかしながら、議員の御指摘のように、当然均衡予算というのはしかるべき、そうあ

るべきなの当然皆さんも御承知と思うんですが、一時県でもそういう均衡予算を無理や

りつくってたとこがあるんですが、そうなると、あくまでも字面上という形になります

ので、私ども一応予算をつくる中で、当然先ほど課長も申し上げたように、各人件費で

あるとか材料費、例えば経費等を一から精査し直して、ここは削れるけどここはこうか

ないう形で、一個一個見ながらかなりシビアに今回はつくらせていただいて、ある程度

そのマージンというものを取ってるとこもあるんですが、今回その辺も削りまして、一

方で収益におきましてもここ１年間経営改善努めてまいりまして、例えば現在、昨年の

末から、１２月末から入院患者数は非常に好調で、今も利用率９０％を超えてるのは大

体この１２月から１、２と、３か月はキープできて、入院患者数でいいますと、目標と

して令和４年度をもう超えているという状況は達成できて、一方で、外来に関してはか

なりやっぱり厳しい、苦戦はしておるんですけども、そんな中で救急の受入れ数もかな

り伸びてきておりまして、ちょっと先日も地域連携懇談会というのをしまして、地域の

皆さんから、結構ちょっと病院もそういうふうに変わってきたなということで御評価い

ただいているのは事実なんです。

ただ、議員がおっしゃるとおり、数字で出せと言われると、残念ながら現状ではいろ

いろ、だから何ていうんですかね、根拠のない数字をお出ししてるつもりはないんです

が、ただ、議員の御指摘どおり、そこまでは至ってないということで。キャッシュフロ

ーも議員御指摘ありましたように、あと食い潰してるという御指摘でしたのですが、あ

と２年、３年もつかどうかいうようなとこまで来てますので、やっぱりより一層経営改

善について取組を進めたいということで、来年度は現在、経営改善室、経営戦略室、名

前、今ちょっと度忘れしましたけど、来年、総合戦略室という形で、今までは私が兼務

で、下の職員みんな兼務だったんですが、経営改善の独立した部署を設けまして、そこ

を有効活用、当然コンサルさんも今まで以上にですね、この１年間やってきましたので、
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結構ここはウイークポイントいうのはある程度絞れてきてるので、そこに注力して、職

員挙げて、より経営改善、このやっぱり一、二年が勝負だと考えてますので、ちょっと

議員のほうも叱咤激励と捉えまして、引き続き頑張っていきたいと考えております。以

上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいですか。

ほかに質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。恐らく関連するかと思います。

一般会計の説明書もそうですし、病院のほうでもそうです。目指す方向は中核病院を

目指してやっていこうということなんですけども、最近見てますと、急性期病院から慢

性期病院に多分移行されようとしていると思います。経営改善計画でもいろいろ書いて

あるんですけど、やっぱり慢性期と急性期、どうしても患者さん取ろう思うたら急性期

のほうもある程度充実せんと、やっぱり患者さんの確保、いわゆる入りも減ってくるか

と思います。その中で、今度は少子化、若者が少ないということで、年々もう児童数が

減ってる、子供も減っているということは、やはり医学生、それから医療に携わるいろ

んな職種の方も当然減ってきます。その中で、慢性期で確保できるのかどうかいうこと

も出てくるんですけど、今、説明では二、三年がちょっとねって言われると、今度は慢

性期病院に移行することによって、逆に経営がかえって難しくなるんじゃないかなと思

うんですよ。やはり豊岡病院があって、和田山の病院があって、ここがあって、姫路が

あります。その中で急性期病院、やっぱり地元の方、町民の方もそうですけど、やっぱ

り急性期、やっぱり重きを置かれてると思うんですよね。それが仮に慢性期に移行する

と、今度はじゃあ私、姫路のほうに診てもらいに行きましょうかというようになっても

うて、そこで治療があった後の慢性期でここ来られるような格好ですると、なかなか今

度は経営のほうも難しいと思いますんで、実際どうなのか、何を目指されているのか、

ちょっとそこら辺分かるように説明していただけませんか。

○議長（澤田 俊一君） 高階町参事兼病院事務長。

○町参事兼事務長（高階 正三君） 町参事兼事務長の高階です。議員の御質問にお答え

いたします。

私ども公立神崎総合病院というのは、基本的には１４０床ベッド数があるんですが、

そのうちの９０床が急性期病棟、残りの５０床というのは地域包括病棟ということにな

っております。急性期は議員の御指摘のとおり、非常に救急を要する、急変された方に

対して処置をするという病棟でございまして、一方の地域包括ケア病棟というのは、要

は急性期からそのまま御自宅に帰るのはちょっと無理があるなということで、リハビリ

等を行いながら、要はおうちに帰れるような形の準備段階を過ごされる病棟ということ

です。議員のお話に出てきました慢性期病棟というのは、またちょっとそれと違ってお

りまして、現在、私どもは慢性期病棟の運用を、失礼しました、慢性期病床ですね。現
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在は急性期病床９０床のうちの６床だけを一部的に慢性期病床として利用可能な届出を

やっております。

その慢性期病床というのは、今まで先ほど御説明しましたような急性期病棟、それか

ら地域包括ケア病棟と違いまして、かなりもう長期にわたって、先ほどの地域包括病棟

は一応原則６０日以内ってのがあるんですけども、慢性期というのはそういった、それ

以上ですね、言うたらうちの運用規定上では９０日以上の患者さんを対象にするので、

場合によってはもう最後お亡くなりになるまでそこで面倒を見るというような病棟なん

で、通常の公立病院等はなかなか運用してないということなんですけど、私ども地域密

着型の多機能病院を目指すということですので、そういったニーズも当然ありまして、

家族さんでそういった、どうしたらいいんやってお困りの方もあるので、そういったニ

ーズにも応えたいと。公立病院でありますので、当然収支は大事なんですが、住民、町

民のニーズに応えるのも公立病院の使命だと考えております。それで、一時的に６床を

当てております。

それで、その６床で、そこで経営改善できるのかというと、これはちょっとかなり難

しいお話でございまして、やはり経営改善を求めるには、やっぱり急性期病棟にいかに

患者を入れるかというのがもう１点でございまして、あくまで慢性期病床というのは、

一時空っぽではやっぱし、ベッドは空ではお金入ってこないので、そういった多様なニ

ーズに応えつつ、言うたら副次的にそこでも空っぽよりは多少収益プラスになるなとい

う程度でございます。どちらかというと、だから住民のニーズに応えるという形で、そ

ういった面もありますよという、よりいろんな住民さんのニーズに応えるという意味で

慢性期病棟を運用を始めておりますので。

実際のところですね、一番多いときで３名程度しか入っておらんで、今ちょっと現時

点でお亡くなりになった方等もおられまして、現在は１名というのを聞いてますので、

なかなかニーズはあっても多くそこで慢性期運用、それをメインでやっていくいうのは、

当然単価も低うございますので、なかなかそれではいけないので、やはりいかに救急患

者取り漏れなく救急患者を受け入れるというのが私どもの病院の経営改善の基本だと考

えますので、それに加えまして地域のニーズですね、訪問診療であるとかレスパイト入

院、非常にレスパイト入院はもう目標額の⒈５倍以上になりまして、非常に住民さんか

らの声も、ありがたいというような話を聞いておりますので、我々職員一同も、ただ、

これも機動にマンパワーかかりますので、無尽蔵にはできないですけど、できる限り住

民のニーズに応えるような形で運用していきたいと考えています。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

１１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） 同じような質問になるんですけど、先日ちょっと東京の

ほうへ勉強に行ってきまして、コロナ禍における公立病院ということで、病院はやっぱ
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りある程度の収入がなかったらあかんと。収入で一番大事なんは何かっていうことを言

ってました。それはやっぱり手術やと。手術をすることによって入院する。そのことに

よって収入が膨らむ。現実、今、神崎病院の例えば手術数ですね、これが姫路聖マリア

病院とかはりま姫路総合医療センターと比べたら、やはり少ないと思うんですよ。いろ

んな面もあると思います。各科もあるし、いろいろあると思うんですけど、その辺がや

っぱり大切なことやということをちょっと勉強してきたんで、やっぱり前向きに手術が

できる病院というふうなところを取り組んでいただけたらと思うんですが、どうですか。

○議長（澤田 俊一君） 井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。ただいま

手術件数の御質問であったと思います。

これ令和５年度の決算数値になるのですが、当院では４２６件の手術件数がありまし

た。令和４年度が４７４件ということで、１年間で４８件程度減じているという状況で

ございます。中でも、増えてる科もございますけれども、例えば住民さんからの要望で

よくあるのが白内障の手術等のところでございますけれども、令和５年度で１件程度と

いうことでございますので、その部分等については、やはり住民さんの御要望もある中

で改善項目ではないかなというふうにも考えておりますが、ドクターの確保という部分

と、例えば医療器械も更新をさせていただかないとちょっと対応もできないという状況

もありますので、おっしゃられるとおり、オペが増えないと収益が増えないというとこ

ろは承知しながら、今後進めてまいりたいと思います。ありがとうございます。

○議長（澤田 俊一君） 高階町参事兼病院事務長。

○町参事兼事務長（高階 正三君） 町参事兼事務長の高階です。今の総務課長の発言に

加えまして、御指摘のとおり、手術、非常に単価が高いので、やっぱり収入源としては

ありがたいというとこはあるんですけども、当然先ほど総務課長申し上げたので、やっ

ぱりその手術用の器械とか周辺環境を整える必要がありますので、そこにやっぱり多額

の費用がかかるという一面もございます。

先ほど総務課長も申し上げたように、なかなか私どもの公立神崎総合病院の医師の皆

さんがかなり高齢化というか、私のちょっと上ぐらいの方たちがもう中心になっており

まして、一部の、先ほどありましたように、住民さんのニーズから手術要望があるけど

応えられてないというのも現実でございます。その分につきましても、実際のところは

今、実りは出てないんですけども、募集、要は手術ができる医師の募集であるとかを例

えばホームページ、民間業者等も含めましてですね、幅広くやりまして、何とか面接さ

せていただいたりとか御意見聞いたりいう形で努力は続けてるんですが、今のところち

ょっと申し訳ないですけど、成果は出てない状況でございます。当然、医師の高齢化と

いうものもございますので、やっぱり継続的に公立神崎総合病院が住民の期待に応えら

れるというのは、医師、看護師等もそうなんですが、やっぱり職員の若返り等も欠かせ

ない面ですし、いかにこちらで働いてくれるような仕掛けづくりですよね、やっぱりや
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っていかないと、夏場に大阪医科薬科大学とか神戸大学とか、いろんな方の医学生とか

高校生、東京都から大阪、兵庫県内の高校生とかも呼ぶとかして、非常に継続的な取組

になってるんですけども、そこでは非常に好評でして、実際にそれで医師になったとか

いう方もいるとお聞きします。そういった方が神崎でもう一度働きたいなというような

形で、職員の確保の面からでも魅力ある病院づくりについて頑張っていきたいと思いま

すんで、よろしくお願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） もう１点ちょっと確認させてください。救急車と病院の

連携ですね、前できてなかったですね。無線か何かで飛ばして診察を診るというような、

その辺はどうなってますかね。

○議長（澤田 俊一君） 高階町参事兼病院事務長。

○町参事兼事務長（高階 正三君） 町参事兼事務長の高階です。御指摘のは、Ｊｏｉｎ

というシステムだと思うんですが、このＪｏｉｎといいますのは、神戸大の先生方が中

心になってあの策定されて、いわゆる遠隔で患者さんの情報のやり取りがパソコン等の

画面とか通じてやり取りできるシステムで、例えば急性期病院等であったら、患者受入

れで病院と病院がそれでやり取りしているという形で運用されてるのが主なんですけど

も、私ども神崎総合病院のほうにおきましては、救急隊のほうですね、中播消防署の救

急隊のほうの救急車のほうに端末をつけまして、一方では病院のほうでという形で運用

して、国の補助金等も頂きながら昨年度末に設置したんですが、何度もちょっといろん

なところで御報告はさせていただいて、なかなかちょっとシステム的に安定ができなく

て、ようやく昨年末ぐらいに安定できたんですけど、運悪くメインであります救急隊の

南但のほうの……（発言する者あり）北部出張所の救急車のほうがちょっと事故になり

まして、その搭載車両がちょっとない状態でここ一、二か月は、要は福崎の救急車に１

台、２台積んであるんですけど、その１台だけで運営してまして、その中でこちらに来

たのが事例としては２件ということで、１件はうまくいって１件はちょっと問題ありと

いうことで、その対応はさせていたんですけど、ようやく先日、救急車のほうが戻って

きまして、これからちょっと救急数が増えてきたら、その実例が出るのかなと。

何かはり姫のほうでも同じような形で運用されてる、件数がやっぱり１０件程度で、

逆に、神崎総合病院さんも使っておられるのでどうですかみたいな形で、情報ください

ねみたいな形で、なかなかどこも苦戦はしてるんですけども、ちょっと３月のですね、

来週、今週、３月の８日ぐらいに今度は２回目の救急隊のまた意見交換がございますの

で、それまでにできるだけデータ集めまして、うまくいってないんだったら、またそこ

の意見交換して、ちょっと今後の状況改善には努めてまいりたいと思います。よろしく

お願いいたします。

○議長（澤田 俊一君） １１番、栗原議員。

○議員（１１番 栗原 哉君） かなりお金を投入してした装備なんで、活用せんと意味
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がないんで、やはり前向きにどんどんやっていってもらって、そのことによって救急の

患者さんも入ってくるし、また入院も増えると、そういうことになると思いますんで、

よろしくお願いします。

○議長（澤田 俊一君） ほかに質疑ある方。

９番、藤原議員。

○議員（９番 藤原 資広君） ９番、藤原です。関連はするんですけども、急性期病院

でなければやっぱり経営が苦しいと、やっぱりしんどいとこがあると。先ほども質問が

あったんですけど、やはり急性期病院で仮に患者さんも呼び込もうとすればそれなりの

医療機器の設備も要る。今あれやからできないということになると、今度患者さんも逃

げてしまう。そこのこともよく考えていかないと、なかなか経営が難しい。苦しいのは

よく分かりますよ。小寺議員も言われたように、そのとおりなんです。物すごい分かり

ます。でも、やっぱりそこも考えていかないと、いや、実はお金も要るからできないん

ですなんてなっていったら、もう病院が急性期でなくなっていったら、なかなか取れな

い。

もう１点は、医療報酬なり薬価改定とかいろいろあるんですけど、医療報酬につきま

しては、年ごとに多分変わってきてると思います。それによって国の財政支援も変わっ

てきてると思います。最たる例、ＩＣＴも多分これ関係があって病院が取られたのか、

財政がこういう事由があるからこれ入れやったらどうですかになっとうかどうか分かり

ませんけども、やっぱりその辺も踏まえてよくやっていかないと、苦しい面もあります

んで、やっぱり前向きに考えていかないと、後からじっと座って考えたってもう追いつ

かないんで、やっぱり患者さんの流れは当然人口減って高齢化もしてますんで患者さん

の動きも分かってしまいますんで、やっぱりこの地域のための中核病院として救急病院

を目指して残していこうとすれば、それなりの取組をしていかないとあかんと思うんで

すけども、その辺はいかがでしょうか。

○議長（澤田 俊一君） 井上病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（井上淳一朗君） 病院総務課の井上でございます。ただいま

の医療器械等についても、計画的に整備の必要があるのではないかというふうなことで

あったと思います。神河町の病院改革委員会という外部委員会があるんですけれども、

これ２年間いろいろと議論いただいた中で、答申書というものを１月の３０日に提出を

いただいたところです。実はこの中に、施設整備、設備の更新の方向づけを行いなさい

というふうな項目もございます。医療サービスの充実のためには、ソフト面だけではな

くて、病院施設や設備、器械、機器などへのハード面の整備が重要であると。一方で、

今後北館改修に伴う企業債の償還であったり、来年度電子カルテの更新もさせていただ

きますし、また、南館については平成３年に建築以来３０年以上たっておりますので、

その改修なんかも必要であるというふうなところがございます。医療器械で多額になる

のがＣＴであるとかＭＲＩになるんですけれども、この二、三年後ぐらいには更新の時
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期を迎えるというところもありますので、その部分も含めて計画的に進めさせていただ

かなくてはいけないというところでございます。令和８年度につきましては、今現時点

での予定ですけれども、０００万円程度について医療器械の整備をさせていただかな

くてはいけないというふうなところもありますので、今後、ソフト面と併せまして、ハ

ード面につきましても十分に検討をしてまいりたいと思います。地域住民の方々に安心

して医療を受けていただける環境は継続していかなくてはいけないというふうに考えて

おります。以上です。

○議長（澤田 俊一君） よろしいでしょうか。

ほかに質疑ある方。

〔質疑なし〕

○議長（澤田 俊一君） 質疑を終結します。

お諮りします。本議案については、予算特別委員会に審査を付託したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。よって、第４６号議案は、予算特

別委員会に審査を付託することに決定しました。

・ ・

○議長（澤田 俊一君） 以上で本日の日程は全て終了しました。

お諮りします。委員会に付託した議案審査のため、明日から１２日まで休会にしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（澤田 俊一君） 御異議ないものと認めます。明日から１２日までは休会と決定

しました。

次の本会議は、３月１３日午前９時３０分再開とします。

本日はこれで散会します。お疲れさまでした。

午後２時１７分散会
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